
 

2023年度 ゼミナール要覧 
 

 
※本要覧は 2023 年度ゼミナールⅠ選考に応募する学生を対象に公開しております。 

『ゼミナール要覧』と各ゼミナールのシラバスを併せてご確認ください。 

※現在公開している情報は 2月上旬時点のものとなります。今後、記載内容に変更

等が発生しましたら資料を更新いたしますので、定期的に社会科学部ウェブサイ

トのゼミナールのページをご確認ください。

https://www.waseda.jp/fsss/sss/students/seminar/ 

https://www.waseda.jp/fsss/sss/students/seminar/


比較経済史研究ゼミナール 

（担当教員 : 君塚弘恭） 

 

（１）担当教員プロフィール 

 フランス・南ブルターニュ大学にて博士号を取得（2014 年、PhD、歴史学）。2015 年

度より早稲田大学社会科学総合学術院に着任。専門は、フランス社会経済史・海域史。

資本主義経済のグローバルな発展に関わる海域世界やそこで活動した商人、漁民、取引

された商品が主な関心領域。単著に Bordeaux et la Bretagne au XVIIIe siècle (PUR, 

Rennes, 2015)。 

 

（２）ゼミでの主な研究内容 

 私たちの経済活動に関わる様々な問題（家族・共同体・性差・流通・消費・教育・労

働・ライフスタイル・貧困・環境問題など）を歴史的かつグローバルな視点で考察しま

す。また、経済活動に直接関わるものだけでなく、歴史認識や歴史学と社会との関係な

ども取り上げ、総合的な社会経済史研究を目指します。 

 

（３）年間スケジュール 

 ゼミナール I は、社会経済史に関する教材を選定し、それを手がかりに内容報告と討

論形式で行います。これを通じて、プレゼンテーションの技術を習得するとともに、個

人で行う研究のための「問い」を見つけていただきます。 



 ゼミナール II・III は、個人研究（場合によってはグループ）が中心になります。それ

ぞれの「問い」と「研究計画」にしたがって行われた調査結果を発表し、それに基づく

討論を行います。また、ゼミナール III の秋学期に、ゼミナール論文を提出していただ

きます。 

 

（４）教員からのコメント 

歴史的事実や物事の歴史的背景に関する疑問を深掘りしてみてください。すると「面

白い！」と感じる瞬間があるはずです。ゼミでは、テーマを発見し、その歴史を調査し、

論理的に説明するスキルを習得していただきます。皆さんが、歴史の面白さを体感し、

共有できるよう、サポートしていきたいと考えています。 

 

（５）選考方法 : 書類選考。場合によっては面接。 

 

（６）Capstone Project の課題 : Thesis のみ 



1) Instructor: Shukuko KOYAMA 
Prior to joining Waseda, I worked for the International Labour Organisation (ILO), the United 
Nations peacekeeping mission in the Democratic Republic of the Congo (MONUC) and the United 
Nations Institute for Disarmament Research (UNIDIR). I have operational and policy 
development experience in disarmament, peacekeeping, emergency response and 
reconstruction assistance. My recent publications include “Non-State Armed Actors and State-
Building: The Symbiotic Relationship between Paramilitary Forces and the State in Post-Soviet 
Georgia (1991-2012)” in Hristov, J., Sprague, J., and Tauss, A. (eds). (2022). Paramilitary Groups 
and the State under Globalization: Political Violence, Elites, and Security. London and New York: 
Routledge.  
 
2) Seminar Title: Violence, Conflict and Development 
 
3) Main Research Topics and Activities of the Seminars 
How can we build a safe and peaceful world? What role can development play in achieving or 
hindering this goal? The seminars will explore these questions and deepen understanding of 
what development has been, is and should be by critically examining the theory and practice of 
development in crisis-affected settings. The seminars examine development from two different 
perspectives: a) development as a cure for poverty, inequality and conflict, and b) development 
as a process that causes poverty, inequality and conflict. Topics covered in the seminars include: 
conflict and the role of development actors; international intervention and peacekeeping; post-
conflict socio-economic development; security after conflict; and truth, memory and 
peacebuilding. (This is not an exhaustive list. Other topics may be added depending on the 
interests of the students.) 
 
4) Annual Seminar Schedule 
Seminar I (2nd or 3rd Year Students, Fall): Students will acquire basic academic skills to conduct 
research.  
 Group activity: Summarising and critiquing book chapters and journal articles. The group is 

responsible for presenting the book chapter and facilitating a subsequent class discussion.  
Seminar II/III (3rd/4th Year Students, Spring and Fall): Students will learn how to design, plan and 
carry out a research project.  
 Individual activity: Researching a topic of interest and producing an annotated bibliography 

of the existing research on the topic. (Seminar II, Spring)  
 Developing a Capstone Project design and implementation plan (Seminar II, Spring) 
 Refining the Capstone Project design and implementation plan (Seminar II, Fall) 
 Conducting and completing the Capstone Project (Seminar III) 

 
5) Comments from Instructor 
This is a new seminar just starting in 2023. The seminar is open to students who are willing to 
take the initiative to create a participatory and respectful environment where everyone can learn 
from each other.  
 
6) Selection Process: Submit a report of no more than one A4 page describing a) your motivation 
for joining this seminar and b) your interests and topics that you would like to explore in this 
seminar. An interview may follow.   
 
7) Capstone Project: Thesis or Project  



労働研究（担当教員：篠田 徹） 

 

 このゼミでは、「働く」ことについて幅広く

学びます。 

「働く」ことは、昔から宗教や哲学の大事な考

察の対象でした。また古代文明の時代から、

「労働」をいかに組織し管理するかは、それぞ

れの社会の最も重要な課題でもありました。さ

らに、科学技術の発達は、「働き方」に大きな

影響を与えてきました。同時に「働く」こと

は、学生の皆さんにとって、就活はいうまでも

なく、将来のキャリアにも関わる、「我が事」

であり、皆さんは正に「働く」当事者でもあり

ます。このゼミでは、これらの「働く」ことに

関する様々な問題について、社学らしく学際

的、実践的にアプローチします。ゼミでは、ご

一緒にテキストを読みながら、意見交換をした

り、各自で関心のある書籍を選んでお読み頂



き、その感想を共有したり、またご一緒に調査

やフィールドワークを行うこともあります。た

だゼミで一番大切にしていることは、ゼミ生一

人一人に、それぞれに合った楽しい学びの経験

をして頂くことです。 

 

This seminar can accept TAISI students 

in individual tutoring where TAISI 

students work with a instructor (Prof. 

Shinoda) for her/his project or thesis 

independently with felexible ways 

inclusing their meeting schedule in 

English. The students do not need to 

speek Japanese at all if they prefer it. 

Students whose topics of their thesis or 

project are related to work, working, and 

labor problems would be able to expect 

to receive an advice from the tutor.  



①担当教員プロフィール：鈴木 規子 

慶應義塾大学大学院法学研究科政治学専攻後期博士課程修了。博士号（法学）。早稲田

大学社会科学総合学術院教授。専門はフランスおよび EUの政治社会、EU市民権。とくに

フランスを例に EUの自由移動、移民の諸権利、シティズンシップなどについて研究をし

ています。担当授業は EU地域研究、ヨーロッパ市民社会論で、3年生から履修できます。

パリ政治学院とストラスブール政治学院へ留学し、20 代の半分をフランスで過ごしまし

た。趣味は映画鑑賞です。 

②テーマ名：ヨーロッパ市民社会研究 

③ゼミでの主な研究内容： 

現代ヨーロッパ社会における政治や社会問題について研究しています。とくに EU・国家・

市民（ないし移民）の関わりを意識しながら研究指導をしています。 

★ゼミナールⅠ：『EUについて知るための 63章』を輪読して、EUの基礎を学びます。 

★ゼミナールⅡ・Ⅲ：①ヨーロッパにおける移民の社会統合、②シティズンシップ教育、

③欧州統合、④男女平等、のテーマに分かれて研究しています。その中で各自の研究課

題を見つけて研究していきます。最終的に卒業研究論文の作成（1万字程度）し、『学生

論文集』に掲載することを目標にしています。 

★2021年度の卒業研究論文： 

◇「フランスにおけるムスリム系女性移民の社会統合―保育ママの視点から」 

◇「フランス「パリテ法」に学ぶ女性の政治参画－日本への導入の限界と可能性」 

◇「ユーロ導入を阻むものは何か―ポーランドはユーロ加盟になぜ魅力を感じないのか」 

④年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

 春学期 夏休み 秋学期 

ゼミナールⅠ   輪読 

ゼミナールⅡ・Ⅲ グループワーク 

卒論中間発表 

ゼミ合宿（予定） 個人研究 

卒論発表（12月） 

⑤教員のコメント 

早稲田大学社会科学部には 2018年度着任したので、皆さんはゼミ 5期生になります。2019

年度にはゼミ合宿やフランス研修を行いましたが、コロナ禍でここ 2年できていません。

状況が許せば夏にゼミ合宿を行う予定です。国際社会やヨーロッパに関心のある学生が

多く、留学する学生も毎年います。citizenshipを研究しているので、学生主体の学びの

場であるゼミでは、積極的に行動し、ディスカッションをするため物怖じせず発言し、

他人のために汗をかけるような学生を求めます。 

⑥選考方法 

基本は書類選考なので、ES にはしっかり書いてきてください。定員を超える応募があっ

た場合は面接を行います（学生も参加します）。             

⑦”Capstone Project”の課題について：“Thesis”のみ指導。日本語で指導するので、

理解できるくらいの日本語能力のある学生を受けいれます。  



ゼミナール要項 
 

① 担当教員プロフィール 

  周藤 真也（すとう しんや） 

社会学者。専門は、理論社会学、知識社会学、社会学説史。筑波大学大学院博士課程社会科学

研究科社会学専攻単位取得退学。一橋大学大学院社会学研究科助手などを経て、2004 年に早稲

田大学に着任。著書に『よくわかる社会学』（共著、ミネルヴァ書房、第３版 2020 年）など。

本学部での担当講義は、社会学入門、社会意識論、現代社会学の方法、社会学の思想と理論、

知識社会学、観光学など。 

 

②テーマ名（ゼミナール名） 

  現代社会学研究 

 

③ゼミでの主な研究内容 

【ゼミナールⅠ】 

社会学の入門的なテキストを講読することを通して、現代社会学におけるさまざまなトピック

ス（自我、コミュニケーション、家族、都市、消費社会、ジェンダー、権力など）に触れながら、

社会学の基礎的な考え方を身につける。 

【ゼミナールⅡ】 

社会学理論あるいは興味のある社会現象の中からテーマを設定して社会学的探求を行うことを

通して、「言語論的転回」や「文化論的転回」以後の社会学の可能性を考える。各自がそれぞれの

テーマについて探求するだけでなく、互いのテーマに関連する文献を一緒に読んだり、テーマの

異なる者同士で議論したりすることを重視する。各自の社会学的探求を通して、文献・資料の集

め方、調査の仕方、レポート・論文の書き方を修得する。 

【ゼミナールⅢ】 

ゼミナールⅡを踏まえて卒業論文を執筆する。 

 

④年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

９月 夏合宿（ゼミナールⅠ、ゼミナールⅡ） 

12 月 研究計画書の提出（ゼミナールⅠ） 

１月 卒業論文・ゼミナール論文提出（ゼミナールⅡ、ゼミナールⅢ） 

２月 春合宿（ゼミナールⅠ） 

 

⑤教員のコメント 

 みなさんは社会学についてどれほど知っているでしょうか？ このゼミでは社会学について深

く学んでいきます。社会学は、人間の形づくる社会生活や集団・社会を研究し、社会的存在とし

てのわれわれ自身の行動を研究対象とする学問です。私達は、普段自分達の生きている社会につ

いて何も疑問を抱くことなく生きているかもしれません。しかし、そのような社会に対して疑問

を投げかけ、それについて研究していくことで、自分の常識を壊していくゲーム的な要素を特徴

とするのが社会学です。社会学が対象とする範囲は幅広く、身近な人間関係からいわゆる「社会

問題」まで様々なものが研究対象となります。このゼミでは、そのような対象を、調査・研究・記

述する際に、社会学に固有の考え方を用いて研究していきます。 

 このゼミでは入門的なテキストの講読から始めます。そこで社会学の基礎的な考え方を学んだ

上で、具体的な題材をもとにした研究へと進んでいきます。本ゼミナールを通して、社会学的な

ものの見方のおもしろさ（と厳しさ）をわかるようになっていただければ幸いです。 

 

⑥選考方法（書類選考、レポート、面接…etc.） 

 ゼミナールⅠ：書類選考および面接 

 ゼミナールⅡ：レポート（研究計画書の作成）および面接 

 ゼミナールⅢ：通常は募集しません 



Organizational Behavior and Human Resource Management Seminar 
Yuhee Jung, Ph.D. 

Professor of Management 

① Profile 

Professor Yuhee Jung earned her Ph.D. from Meiji University. Her research and teaching 

interests include a wide array of organizational behavior and human resource management 

issues such as employee motivation and performance management, leadership, and careers of 

employees. Prior to joining Faculty of Social Sciences, Waseda University in 2020, she 

worked at Meiji University, Ritsumeikan University and Gakushuin university.  

 

② Theme of seminar 

Organizational Behavior and Human Resource Management 

 

③ Main contents of seminar 

In this seminar titled organization and human resource management, we will focus on issues 

related to “people” in organization. Through seminars I, II, and III, we will discuss a variety 

of issues related to human behaviors (personality, value), group behaviors (team conflict, 

diversity) and organizational systems (organizational culture, HR management). 

 

④ Course Schedule 

In the seminars, students will select themes of interest from the research areas of 

organizational behavior and human research management. Specifically, according to their 

own research themes, students (individuals or groups) will build hypotheses, design 

questionnaires, collect data, write reports based on data analyses, and make presentations. 

During the semester, interim reports on the progress of research in each student or group will 

be held. In addition, we hold joint seminars with other universities as well.  

 

⑤ Comments 

Knowledge about human behaviors from a scientific approach is quite useful to effectively 

manage and motive people not only in companies but also clubs at university and part time 

jobs. I encourage students to familiarize with organizational behavior/ HR management 

research using scientific methods to better understand human behavior and effectively 

manage groups/ teams/ organizations composed of people. 

 

⑥ Selection method (document screening, short report)  

Short report (A4 1 page) (*Please include (i) your motivation to participate in this seminar 

and (ii) your interest and topics you want to study in this seminar) 

 

⑦ Capstone Project 



Organizational Behavior and Human Resource Management Seminar 
Yuhee Jung, Ph.D. 

Professor of Management 

In this seminar, students are required to write a research paper (thesis) as a capstone project 

(*Thesis writing is done individually, not in groups). 

 

 

A joint seminar of three universities (Waseda University, Meiji University, and Chuo 

University) in 2022 



福祉社会研究 

 

●担当教員：寺尾範野（てらお はんの） 

一橋大学社会学部卒。英国カーディフ大学大学院博士課程で Ph.D.取得。2018 年度に社会科学部着任。

専門はイギリス社会思想史。著書に『多元主義と多文化主義の間』（共著、2013 年）、『平等の哲学入門』

（共著、2021 年）など。二児の育児にも奮闘中。 

 

●研究内容： 

このゼミでは、福祉（welfare, well-being）の理念をめぐる思想と実践を、学際的に学びます。福祉と

いうと、要介護の高齢者や生活困窮者、障害者など、生活に困難を抱えた人びとへの支援を思い浮かべる

かもしれません。一般に社会福祉とよばれるこうした支援も、福祉の重要な側面ではあります。しかしな

がら、本ゼミナールの名称が「社会福祉研究」ではなく「福祉社会研究」であることに注意してください。

このゼミの研究対象は、社会福祉を含みながらも、より広義の思想や実践がめざしてきた「福祉社会」で

す。そもそも「福祉」ということばは、「日々充実感をもって生きられていること」、「人としての尊厳が

保たれていること」など、ひとことで言えば「善く生きること」を指します。福祉社会とは、この意味で

の福祉が、誰にとっても平等に実現されている社会を指します。 

このような意味での福祉社会をめざす思想や実践ならば、幅広くこのゼミの研究対象となります。裏を

返せば、福祉社会の実現を妨げてきた様々な社会課題（たとえばジェンダーやエスニシティなど特定の

社会的カテゴリーをめぐる差別・偏見など）も、重要な研究対象となります。当ゼミでは、福祉社会への

接近をメンバー共通の問題関心として、「①福祉社会をめざしてきた思想と実践の歴史」、「②福祉社会の

実現を妨げる社会課題」、「③福祉社会の具体像」の、３つのテーマに取り組んでいきたいと思います。 

当ゼミは、発足６年目の比較的新しいゼミです。過去５年間のゼミ生の研究テーマは、「障害者福祉」

「子どもの貧困」「児童虐待」「ボランティア」「教育と格差」「雇用問題」「ハンセン病」など、いわゆる

社会学・社会福祉学にあたるものが多いですが、上述の①～③に関わるものであれば、研究テーマも研究

方法も自由です。担当教員の専門分野は社会思想史ですので、思想・哲学に関心をもつ方も歓迎します。 

 

●年間の活動内容： 

２年次は、福祉社会実現にとっての社会課題の実態や、課題の克服に向けた思想や実践について複数の

トピックをとおして学びます。文献講読やグループ発表とあわせ、３年次以降の個人研究に必要となる

リサーチスキルの習得（文献収集・分析、学術的文章の作成等）にも力を入れたいと思います。 

 ３年次・４年次は、卒業論文の完成に向けて、自分の問題関心にあった研究テーマを定め、個人研究を

進めます。定期的な成果報告のほか、他メンバーとグループ研究も行います。 

その他、ゲストスピーカーから福祉実践の最前線を学ぶ機会や、他ゼミとの交流発表会、学外リサーチ

の機会なども、適宜設けたいと思います。 

 

●選考方法：申請フォームへの回答内容＋面接 

 ●TAISI 学生対象：Capstone Project の課題：Thesis／Project どちらも可 



・教員名：長谷川 信次 

 

・担当教員プロフィール 

1999 年より早稲田大学社会科学部教授。パリ第 1 大学経営学博士。リヨン第 3 大学にて招聘教授、パリ

政治学院およびパリ・ディドロ大学にて訪問教授等を歴任。 

 

・テーマ名 

多国籍企業の研究 

 

・ゼミでの主な研究内容 

多国籍企業とは、国境をまたいで製品やサービスを生産・開発・販売する企業です。このゼミでは、多国

籍企業に関わるさまざまなトピックを幅広く取り上げます。例えば、企業多国籍化のロジック、海外市場

への参入戦略、クロスボーダーM&A と戦略提携、進出国の選択、海外拠点の再配置と国内回帰、国際分

業とグローバルバリューチェーン、国際事業の編成、国際人的資源のマネジメント、多様性のマネジメン

ト、国家主権とのパワーバランス、社会的公正さ、などが挙げられます。 

また現下のコロナウィルスとの戦いは、歴史的に例を見ない規模と範囲でわたしたち人類に影響を及ぼ

しています。「コロナ後」の世界は、わたしたちの経済、政治、社会、日常生活を一変させる ”New Normal” 

が待ち受けているに違いありません。そうした新たな世界とはどのようなもので、それが多国籍企業の

グローバルビジネスにどのような影響をもたらすのか、にも注目したいと思います。 

 

・年間スケジュール 

通常のゼミナールでは、多国籍企業に関わる教材を選定し、それを手がかりとして、内容報告と討論形式

で実施します。また、次の時限において、学生たちによる自主的なサブゼミを実施します。 

例年、9 月に軽井沢でゼミ合宿を実施しています。12 月には、上智大学、横浜国立大学の関連ゼミと共

同で、ディベートおよび研究発表会を行ないます。海外からのゲストスピーカーを招いての講義と討論

も随時実施する予定です。 

4 年生は秋学期より国際ビジネスに関連する特定テーマを選定し、グループ研究を行います。研究成果は

年末までに論文としてまとめ、学部が主催する学生論文集に投稿することが求められます。 

 

・教員のコメント 

大教室での講義とは異なり、ゼミナールでは積極的な参加（出席と発言）が求められます。 

 

・選考方法 

書類選考＋レポート＋面接 

 

・Capstone Project  

当ゼミナールに所属する TAISI プログラムの学生には、国際ビジネスに関わる特定テーマを選定し、

Thesis が完成できるよう指導します。 



開発・環境社会学研究ゼミナール 

 

①担当教員（浜本篤史）のプロフィール 

東京都立大学大学院社会科学研究科博士課程修了。博士（社会学）。 

 

②ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

インフラ事業（特にダム・河川事業）の社会的影響について、社会学の観点から研究し

ます。インフラ建設を主に担うのは技術者や技術官僚ですが、技術の世界だけでは語れな

い、あるいは費用対効果などの経済的側面だけに還元できない多様な側面をもちます。 

そうしたなかで、本ゼミでは「現場主義」の立場をとります。特に社会面に注目し、立

ち退き対象になったり、事業が中止になったときの地域住民の感情と生活文化とともに

補償政策を考えます。また、ダムや堰を今後撤去するときの地域での合意形成、上流域の

ダム観光や地域活性化、流域連携・上下流交流・環境政策などを具体的に扱います。 

 

③スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

１）文献・資料に基づく議論 

ダム・河川問題の文献・資料を事前に読み込み、ゼミ当日に議論をおこないます。 

２）現地調査の準備と成果とりまとめ 

具体的なダム・河川問題の現地調査へ向けて各種準備を進め、調査後にはその分析

や成果のとりまとめをおこないます。 

３）ニュースの社会学分析（2 カ月に 1 回ペース） 

開発・環境問題に限らず、学生が関心をもつニュースを取り上げ、社会学的なモノ

の見方を修得するためのトレーニングをおこないます。 

４）環境社会学ゼミ首都圏インカレ大会への参加（年に 1 回） 

  6〜７大学の約 100 名が参加する報告会に、本ゼミも参戦して交流を深めます。 

 

④教員のコメント 

2 年生は「基礎体力づくり」から順序立ててはじめますので、十分な知識を持っていな

くても大丈夫です。ただ、担当教員による「開発社会論」「環境社会学」のほか、社会

学関連科目、社会調査士関連科目の履修を推奨しています。これらのシラバスもご覧く

ださい。ゼミ活動の一部は「ソーシャル・リサーチ」ともリンクさせますので、ゼミ生

生には社会調査のリテラシーとスキルを磨いてもらい、卒業後の活躍を期待します。 

 

⑤選考方法（書類選考、レポート、面接…etc.） 

書類と面接（オンライン）で実施します。 

⑥TAISI プログラム学生の“Capstone Project”：Thesis，Project いずれも可 



2023『ゼミナール要覧』ゼミ紹介―棟居徳子（むねすえ・とくこ） 

 

① 担当教員プロフィール： 

中央大学法学部法律学科卒。金沢大学大学院社会環境科学研究科地域社会環境学専攻修了。

博士（法学）。立命館大学、神奈川県立保健福祉大学、金沢大学を経て、2019 年 4 月より現

職。専門は社会保障法と国際人権法。 

 

② テーマ名（ゼミナール名）：「社会保障と人権」 

 

③ ゼミでの主な研究内容： 

このゼミナールでは、社会保障に関する研究テーマについて、主に人権保障の観点から、

実態を把握するとともに、現行の法制度の問題点を抽出し、その解決策を検討していきま

す。 

 

④ 年間スケジュール： 

まず、社会保障や人権の基礎知識を習得するため、ゼミナールの前半では関連する文献

を講読します。そして、ゼミナールの後半では、社会保障と人権に関するテーマを各自で

設定して、そのテーマに関わる文献・資料を収集・講読・分析し、その成果をパワーポイ

ントにまとめプレゼンテーションを行うとともに、レポートにまとめ提出します。 

その他、実態把握のために関連する機関・団体への訪問や、ゲストスピーカーによるセ

ミナーの開催、社会保障・社会福祉を学ぶ他ゼミ・他大学の学生たちとの合同ゼミにも参

加します。 

 

⑤ 教員のコメント： 

私たちの生活は、生涯にわたり社会保障制度に支えられており、現代日本に暮らす私た

ちにとって社会保障は不可欠なものとなっています。一方、長引く経済の低成長に加え、

人口の少子高齢化の進展、家族形態の変化やライフスタイルの多様化といった社会・経済

的変動に、社会保障制度も対応することが求められています。本ゼミナールでは、こうし

た変革の時代において、一人ひとりが人間として尊重され、権利・自由が守られるような

社会保障制度のあり方を考えていきたいと思います。 

 

⑥ 選考方法：書類選考 

 



⑦ Capstone Project の課題：Thesis／Project どちらも可 

 

⑧ 使用言語：主に日本語で文献講読やディスカッションを行います。 

 



 
 

教員名：Toru Yoshikawa (好川 透)  

 

1. 担当教員プロフィール 

Professor Yoshikawa received his Ph.D. in business policy from York University in Canada and 
was a faculty member at Nihon University (1997-2002), McMaster University in Canada (2006-
2010), and Singapore Management University (2002-2006, 2010-2023) before joining Waseda 
University, School of Social Sciences. His research interests include the effects of organizational 
leaders including top executives and board members on strategy, innovation, and performance. 
His research focuses on governance and leadership issues at large multinational enterprises, 
family firms, and venture firms.  

 

2．テーマ名 

Global Business and Organizational Leadership (グローバルビジネスと組織リーダーシップ) 

 

3. ゼミの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

This seminar course aims to make students aware of the key issues that are related to 
organizational leadership in the global context. Students will be first equipped with the conceptual 
frameworks and tools to understand and analyze the issues that are pertinent to leadership 
including top executives and board directors and the role that those leaders play. Organizational 
leaders’ decisions and behaviors have profound impacts on such outcomes and issues as firm 
financial performance, innovation, ethics, and strategy. Each seminar class is conducted mainly 
by student presentations on their research topics. Therefore, each student is encouraged to find a 
topic that he or she wants to understand deeply.  
 
Specific topics that will be discussed in this course include: 

• Structure of top management teams and boards of directors 

• Characteristics of organizational leaders in different countries: e.g., Japan, the US, major 

Asian and European countries 

• Country contexts that may impact stakeholder relationships that leaders have to manage 

• Leadership roles in different types of organizations: large mature firms, 

venture/entrepreneurial firms, family firms  

 

4. ゼミ年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

In the first few class sessions, we will decide on key research topics that each student group will 
investigate. Then, we will explore relevant research materials that are essential to investigate those 
topics.  After this process, we will proceed with student group presentations in each session. I will 
explore opportunities for join sessions with students from other universities.  

 

5. 教員から志望学生に向けてのコメント 

This course requires your active participation and initiative.  Those who are keen on developing 
their global mindset are encouraged to apply.   
 

6. 選考方法（report & interview: レポートと面接）: 1 page report which describes why you are 

applying for this seminar course and what you aim to achieve.   

 

7. ”Capstone Project”の課題について ：Only ”Thesis” 

 

8  授業内で使用する言語: 日英併用 (Japanese 30％、English70％） 



中近世日本文化史（黒田 智）

①担当教員プロフィール： 黒田 智（くろだ さとし）

早稲田大学第一文学部卒業。同大学院文学

研究科日本史専攻博士後期課程単位取得退学。

博士（文学）。早稲田大学高等研究所准教授、

金沢大学人間社会研究域学校教育系教授

をへて、2023年4月に着任。

絵画史料論・歴史図像学と環境文化史

を両輪に勉強をつづけています。

（右図はごちゃごやだけど黒田の関心の

射程、右下図は今とり組んでいる環境文

化史研究のキーワードです。）

②テーマ名： 中近世日本文化史

③ゼミの主な研究・活動内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）

中近世日本の歴史・文化について研究します。絵画

史料と文献史料を分析・読解するための基礎的な力

（くずし字の判読や史料の解釈など）を身につけながら、

半年間をかけてゼミ生と一緒にひとつの同じ史料を輪読

します。担当した史料の丹念な分析・読解からなぞを

見つけて読み解き、独自の発想で歴史に新しい光をあてて

ください。現地調査や地域の文化財調査も予定しています。

Ⅰ・Ⅱで暫定的な結論を積み重ねながら、Ⅲではおのおのの

関心にもとづいて卒業論文の完成をめざします。

④ゼミ年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）

産声をあげたばかりの赤ちゃんゼミがよろよろと、危なっかしい足取りで歩きはじめようとしていま

す。新歓、合宿、調査、卒論発表、追いコンまで、ゼミ生のみなさんと一から育ててゆくことになるで

しょう。なお、黒田は北陸方面で調査を継続しているので、関心のある学生は積極的に参加してくれた

ら嬉しいです。

⑤教員から志望学生に向けてのコメント

社学に入ったんだけど、実は歴史好き、けっこう日本史に興味があるというあなたへ。何でもありの

歴史学へようこそ！ 歴史学は変化をとらえる学問です。いかなる万物も変化をまぬがれることはでき

ません。時が移ろってなにかが変わるその瞬間を逃さず、目をこらし、耳をそばだててみてください。

そして、それでもなお変わらないものに気づいてください。日本史・日本文化の研究を通して、生きて

いるこの世界の来し方を知り、生きてゆく行く末を見つめなおしてください。人見知りで、人間嫌いで、

要領の悪い黒田ですが、ゼミに集った人にとって少しでも居心地の良い場所になれたなら、こんな素敵

なことはないと思っています。

⑥選考方法（書類選考、レポート、面接… etc.）
書類をもとにしながら、最終的には面接によって選考したいと思っています。



GAYLE, Curtis A 

担当教員プロファイル： 

I specialize in modern Japanese history and society and in addition to Japan have lived in Canada, 

the USA, Australia, and Holland. I teach in the School of Social Sciences in Japanese and in the 

TAISI Programme in English and focus on Japanese civil society and social movements, issues 

related to history and memory, gender issues, and modern nationalism.  

 

テーマ名: 

Civil Society and Social Change in Contemporary Japan  

 

ゼミでの主な研究内容： 

Seminar I for 2nd year students:  

 

This seminar, as well as Seminar II/III, is open to students with an interest in postwar Japanese 

social change or an interest in problems of historical memory in Japan. In Seminar I, we will 

examine postwar Japanese civil society through theory and through specific cases/comparisons with 

other Asian countries, focusing on why and how these groups developed their own public voice to 

press for social, political and economic inclusion. First we will take up approaches to the idea of 

civil society to see how these treat different social, cultural and ethnic groups. Then we will take up 

a number of social movements in postwar Japan and the role of NGOs today, with attention also to 

the transnational nature of the public sphere in Japan and Asia.  

 

Seminar II/III for 3rd and 4th year students: 

 

Seminar II will build on the foundation developed in Seminar I and take up a number of specific 

social issues related to economic inequality, gender, NGO’s, foreigners in Japan/multi-culturalism, 

as well as issues concerning historical memory and reconciliation in Japan/East Asia. After learning 

about different approaches to the public sphere and society, you will be able to look more concretely 

at how various social, cultural and economic groups sought to address specific issues and think about 

how these cases led to social change. In developing your own individual research theme, you can 

focus on examples taken up in class or you can choose your own unique research theme.   

 

In Seminar III we will consider the history of social change/social innovation and how the Japanese 

state sought to bring about social change in the postwar period. We will then examine contemporary 

cases of social innovation in Japan in a broad context and take up contemporary problems related to 

social inclusion, economic equality, the environment, gender inclusion, cultural diversity, and 

transnational cooperation. During this final year you will be able to develop your individual research 

theme into an undergraduate thesis or final project.  

 

年間スケジュール: 

Seminars I, II/III will be organized according to several units each semester. Each unit will focus on 

a specific theme and contain several classes devoted to the history and social factors related to the 

unit’s overall theme.  

 

教員のコメント： 

The seminars are open to students from TAISI and the School of Social Sciences interested in 

Japanese social change/social innovation, as well as Japanese history. I will combine both social and 

historical approaches to thinking about modern Japan and also to its relationship with East Asia.   

 

選考方法： 

書類選考  

 

Capstone Project: Thesis or project OK 



- 1 - 

① テーマ名（ゼミナール名） メディアと言語の研究 

 

② 担当教員プロフィール 笹原宏之 

 早稲田大学第一文学部を卒業、文学研究科博士課程単位取得。博士（文学）。文化女子

大、国立国語研に勤め、2005 年に社会科学部に来ました。専門は、日本語学・漢字学。講

義は言語表現論・漢字文化圏論を担当しています。辞典、教科書を執筆し、国の審議会や

NHK で常用漢字、放送用語などに関わってきました。兎を飼っています。 

https://croissant-online.jp/life/115250/ 

http://researchers.waseda.jp/profile/ja.0c76353f87a843969dc3f38b48092915.html 

 

③ ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

・新人歓迎会・卒業記念会 

・研究発表・質疑応答・研究指導 

・グループワーク（キャッチコピー制作・言語感覚を研ぎ澄ますゲームの開発と実践など） 

・ゼミ合宿（グループワーク・CM作成・ポスター制作など）・親睦会（随時） 

・OB OG による懇談会・OB OG との交流会 

・詳しくは→ 

https://www.waseda.jp/inst/weekly/academics/2017/11/30/36784/ 

http://www.waseda.jp/taiken-waseda/seminar/sasahara/ http://sasazemi.hannnari.com/about.html 

 

④ 年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）      

 4月 ゼミ懇親会  5 月 公開ゼミ  9月 ゼミ合宿  10 月 新入生歓迎会 

 11月 OB OG 交流会（他にゼミ時間中も随時） 1月 卒論提出 3 月 卒業記念会 

 

⑤ コメント 

  自身が知りたいメディア（LINE、手紙、映画、音楽なども）や言語・文字に関わるテー

マについて、身近なことでも何でも自由に選び、自分らしく調査・研究ができるゼミです。

海外からの留学生を含む個性豊かで切磋琢磨できるたくさんの優しい仲間が待っていま

す。一緒に答えを探し、自身で最適解を創り出して新しい世界を切り拓いていきましょう。 

OB OGとの交流も盛んです。近年の進路・就職先も、NHK、電通、博報堂が各数名、 

TBS、読売新聞、KADOKAWA、NTT、JAL、国家公務員、大学院など幅広くなりました。 

 

⑥ 選考方法 

面接ができない場合、書類とレポート等による選考となります。近年の倍率は1.3倍です。 

多様性が大切なので、志ある人は個性もしっかりアピールして20期生となって下さい。 

https://croissant-online.jp/life/115250/
http://researchers.waseda.jp/profile/ja.0c76353f87a843969dc3f38b48092915.html
https://www.waseda.jp/inst/weekly/academics/2017/11/30/36784/
http://www.waseda.jp/taiken-waseda/seminar/sasahara/
http://sasazemi.hannnari.com/about.html


哲学・倫理学ゼミナール 

（千葉 清史） 

 

担当教員プロフィール：横浜出身（聖光学院中学・高等学校）。 

京都大学文学部／同大学院文学研究科を経て、ボン大学哲学部

（ドイツ）部で博士号取得。山形大学人文学部准教授を経て、

2016 年度より社学に就任。趣味は料理と飲み屋開拓。 

専門：18世紀ドイツの哲学者イマヌエル・カントの哲学ならびに現代分析哲学。主な研究

関心は、実在論／観念論論争、自我論、数学の哲学、メタ倫理学、等々。 

 

ゼミナール概要：２年半の課程を通じて、哲学・倫理学における古典的ならびに現代的問題

とそのさまざまな取り組みに触れ、最終的には受講者自らが哲学的に考え、論じること

ができるようになることを目指します。そのためには、自分が扱う古典的・現代的テク

ストをしっかりと・厳密に読み込むための実直な読解能力を身につけることも欠かせ

ません。本ゼミは、この両輪を追求し、卒業時には「社学で哲学・倫理学をしっかりと

研究できた」という実感を持ってもらえることを目的としています。 

・この目的設定のため、特に二次募集以降では、「哲学・倫理学について今までに学んだ

ことがあること」という応募条件を付します。これは、高校、大学で哲学・倫理学につ

いての講義を受けた、といったことのほか、自分で哲学書／入門書を読んだことがある、

哲学的テーマについて自分で考えてみたことがある、といったことも含みます。 

・ゼミナール I、ゼミナール II/III でそれぞれどのようなことを行なうかは、シラバスをご

覧ください。 

・卒論は単位取得のための必要条件にはしませんが、社会科学部『学生論文集』への投稿

を強く推奨します。論文を書くことはなかなかに難しいことですが、大学 4 年間の学

びの集大成として、ゼミ生にはぜひ目指してほしいと思います。論文の書き方や構成に

ついては適宜アドバイスをしますので、安心してください。 

 

本ゼミの特徴：本ゼミは、（「社会・政治思想」「社会科学の哲学」といったように）特に分

野を限定せずに、受講者の関心に合わせてテーマを選択します。また、履修者数はあま

り多くないので（例えば 2022 年度のゼミ I 生が全 9 名、ゼミ II/III 生が全７名だった

ので、こじんまりとした環境で、他のゼミ生と密なコミュニケーションがとれるかと思

います。 

 

選考方法：Zoom による面接を行います（日時は後日指定）。 

Capstone Project（英語課程）の課題について：Thesis のみ。 



ゼミナール紹介 寺尾隆吉 

① 教員プロフィール  

東京大学大学院総合文化研究科博士課程修了（2005 年、学術博士）。

専攻はラテンアメリカ現代文学。 

メキシコ、コロンビア、ベネズエラ、スペインで約７年間研究に従

事し、客員講師などを務める。 

主著『ラテンアメリカ文学入門』（中公新書、2016 年）、『100 人の

作家で知る ラテンアメリカ文学ガイドブック』（勉誠出版、2020

年）等。マリオ・バルガス・ジョサ（ペルー）、フリオ・コルタサル

（アルゼンチン）ら、ラテンアメリカ文学の邦訳のほか、安部公房

や大江健三郎など日本文学のスペイン語訳多数。 

② テーマ スペイン語圏の社会と文化 

③ ゼミでの主な研究内容 

⚫ 現在のところ、スペイン語圏の歴史、芸術、音楽、サッカー、

食文化などが中心です。 

⚫ １学年５人程度の小人数ゼミなので、受講生の希望に応じて柔

軟に対応します。 

⚫ 授業では日本語資料を使用しますが、興味のある学生にはスペ

イン語資料（音楽、小説、映画、論文等）を提供します。 

④ 年間スケジュール 

⚫ 受講生と常に話し合いを重ね、参考資料を一緒に探しながら、

各自の主体性を尊重する形で進行します。 

⚫ 各自の研究発表が授業の中心です。４年次は卒業論文作成を推

奨しますが、履修の必須要件とはしません。 

⑤ 教員のコメント 

映画上映、コンサートなど、学外のイベントにも積極的に参加し、

スペイン語圏の人々と交流する場を設けています。スペイン語圏へ

の渡航もできるだけ支援します。 

スペイン語に関連する公的機関のインターンや、スペイン料理店

などでのアルバイトをこなす学生もいます。OB・OGとの交流、情

報交換も活発です。 

⑥ 選考方法 

⚫ 書類選考のみ。スペイン語科目の履修者を優先します。 

⚫ 1 年次、2年次にスペイン語をまったく履修していない場合は、

事前に必ずメール等で相談してください。 

⑦ TAISI プログラムの学生 

について 

⚫ 初級スペイン語の知識があることを履修の必須条件とします。 

⚫ 授業は日本語で行います。 

⚫ Thesis のみ対応可とします。 

 



ゼミナール「異文化コミュニケーション研究」 担当教員：花光里香（はなみつ りか） 

 

担当教員プロフィール：専門は異文化コミュニケーション。早稲田大学より博士号取得。中学、高校、大学で

教育経験を積み、2005 年社学に着任。学生と一緒に授業をつくるのが大好き。 

 

ゼミでの主な研究内容：概略は「ゼミナール」と「異文化コミュニケーション論 」のシラバス参照。卒業研究

のテーマは、国内外の文化と社会、ことばと文化（ろう文化も含む）、多文化理解・共生教育、ダイバーシテ

ィ経営、ジェンダー、世代間コミュニケーション、マイノリティ、など。卒業論文と卒業研究発表は必修。 

 

年間スケジュール：学生による発表とディスカッションを中心に進め、学年別授業と合同授業を組み合わせて

行う。[春学期] 課外授業、ゲストスピーカーによる特別授業（予定）、プレゼンテーション大会、夏合宿 

[秋学期]、早稲田祭アカデミック企画（予定）、ゲストスピーカーによる特別授業（予定）、卒業研究発表、

春合宿、ゼミ卒業式 

 

学生・教員からのコメント（動画は HP、写真は Twitter 参照）：  

先生は通称「社学の母」。一人一人を認めて、一緒に授業を作ろうとしてくれる心の広さが魅力です。（卒業

生） 

先生は魔女みたいです。夜とかデカい寸胴でグルグルなんか作っていそう。そんな先生は学問で私たちに魔法

をかけてきます。皆さんも花光マジック、かかってみませんか？（5 年） 

常に「旅行」をしてるゼミです。授業では、魔女の先生が私たちを色々な場所へ連れて行ってくれます。そし

て、個性豊かなゼミ生でシェアする新たな発見が最高の「お土産」です。“若者よ、今までにない旅へ出よ

う”（卒業生） 

「勉強している」ではなく「学んでる！」と感じられる花光ゼミは、進化できる場所。毎回新たな発見があ

り、自分の価値観が更新されていきます。花光先生は引き出しの数がすごい。ゼミ生の反応を見て、私たちが

より深く広く考察できるように様々な材料を投げてくれます。（卒業生） 

自分の考えを説き明かしてくれるゼミ。先生は考えを広げるための種を与えてくれる存在で、ディスカッショ

ンの場で、自分の意見を発信することで自分はこんなことを考えていたのかということを実感できます。（卒

業生） 

分かりそうで分からない相手の気持ち、なかなか伝わらない自分の気持ち、上手く言葉に出来ないけれど伝え

たい自分の考え方…。自分の中に閉じ込めて、モヤモヤしたことありませんか？その｢モヤモヤ｣が、このゼミ

の大事なテーマ。花｢光｣ゼミで、心のモヤモヤに光を差し込んでみませんか？（4 年） 

強豪野球部の監督は命令しますが、先生は何でもやってみろ精神。強豪野球部のピッチャーは直球勝負です

が、花光ゼミ生は変化球勝負も多い。楽しく成長できる、人生を豊かにする学びが待っています。（4年） 

社学の皆さん、大学行く意味あるかな？って思ったことありますよね。花光ゼミで学ぶためです。入れば分か

ります。（4 年） 

主体的な参加で、確実に世界が広がります！視野も知識も友人も！その上身につく力は「変幻自在」です。せ

っかくの大学生活、私はこれを学んだ！と胸を張って言えるものを一緒に作りましょう！（3年） 

花光ゼミは、答えのない沼。先生は不正解を与えないけど、正解も与えない。ディスカッションを通して、

様々な価値観・視点があり、それぞれの答えを知ることができる。勉強に飽きた人、全く違う学びをしてみま

せんか？（4 年） 

私の「当たり前」をぶっ壊しに行こう。大学の授業に退屈しているあなたにお勧めしたいゼミランキング１

位。答えのない問いに真剣に向き合うゼミです。（4 年） 

「謎解きは花光ゼミの後で」普段感じている疑問を、一緒に異文化の視点から考えませんか？きっとワクワク

するような発見がありますよ！！（4 年） 

まさにサラダボウル。産地も味も食感も違う食材たちが、花光先生のかけるドレッシングで、素材の味が引き

立ちながらも不思議と調和をなします。（4 年） 

自分の意見を言うのが怖かった。そんな私が花光ゼミの一員となって、初めてディスカッションが楽しいと思

えた。花光ゼミに”不正解”なんて存在しない。存在するのは、誰もが認められるあったかい居場所と心から

尊敬できる花光先生とゼミ仲間たち。（4 年） 

大学がテーマパークみたいに楽しかったらいいのに。そう思ってる学生の皆さん、花光ゼミというテーマパー

クは知っていますか？そこはカラフルで何が出てくるか分からない、刺激と発見に溢れる賑やかな場所。ゼミ



に来たと思ったらいつの間にかあなたはテーマパークにいるかのようなワクワクした気分になっています。今

までの普通を壊してくれる花光コースター、今、出発です！（3 年） 

いま、ここでしかできない旅を。ゼミ生主体のディスカッションを中心に、この旅は進みます。機長は厳しく

も優しい花光先生。旅先はさまざまですが、座学や独学では辿り着けない学びをこの旅からは得ることができ

ます。Bon voyage! （3 年） 

人に勧められていつもは読まないジャンルの本を読んでみる。ちょっと読みにくいけれど、自分の考え方が広

がる。このゼミで出会う人も同じだ。大学で出会ってきた気の合う友達もいいけれど、いろんなジャンルの人

と意見をぶつけ合ってみよう。花光先生は、表紙が素敵で、読みやすいけれど、考えさせる内容で、何度も読

み返したくなる本のような先生。（3 年） 

花光先生はゼミ生一人一人のことをすごく大切にしてくれる！呼んでほしいニックネームで呼んでくれたりゼ

ミ生全員の誕生日を覚えていて祝ってくれたりします。アットホームな環境を創り出してくれる、暖かみのあ

る先生です。（3 年） 

早稲田大学社会科学部ならでは、異文化コミュニケーションならでは、花光ゼミならではの、「人生のコツ」

を身に着けられるゼミはここにあります！一緒に見ることのなかった世界への冒険に出発しませんか？（3 年） 

アブラゼミ！ミンミンゼミ！花光ゼミ！奏でる音色は違っても、みんなが夏の主役だね！！（3 年） 

自分から学びに行って自分で何かを習得したと初めて思えた場所。今後の人生においてもきっと大切にしてい

きたいと思える何かを見つけられる！（3 年） 

あなたの中にある"異文化"を花開かせて、光らせてあげませんか？花光ゼミでは先生も、ゼミ生も、満開でキ

ラキラの笑顔を浮かべてあなたを待ってます！（3 年） 

どのような考えでも、文化でも受け入れられるような「ショー」を一緒に作りましょう！It's a showtime!!!! 

たくさんの発見に出会う場所。知らない自分を発見できるかも？（3 年） 

講義を聞いて、教科書を読んで、暗記して...。そんな授業に飽き飽きしてきた皆さん、一度花光ゼミを覗きに

来てみましょう。ゼミ生と話すたびに、先生から気づきのヒントをもらうたびに、世界の見え方が変わってい

く。座学や独学では得られない、今しかできない学びを、花光ゼミで！（3 年） 

うわぁ！花光ゼミは個性の宝石箱や〜！（彦摩呂風）（3 年） 

これからたくさんの多様な人と関わりながら生きていく私たちが、人との生き方を考える場所です。愛に溢れ

すぎてる。ゼミ生も先生も大好き！（3年） 

世界を変えるゼミ。もちろん世界は変えられないけれど、あなたの世界は変わります。テレビ番組や Twitter、

友人との会話にある違和感の裏には何があるのか。花光ゼミなら、わかるかも。（3 年） 

普段は疑問に思わないようなことにも「なぜ？」「どうして？」をクエスチョンを投げかけて、深掘りしてい

く場所！私はとにかくゼミとゼミの仲間が大好き！！（2 年） 

自分を、他者を「こんなんだけど、でもそんな所もいいよね」って認められる場所。あなたも花光ゼミの一員

になれば、きっと楽しい。（2年） 

こんなに親しみやすい教授は他にいません！みんなに異文化コミュニケーションの魔法をかけてくれます！！

（2 年） 

ここでしか学べない、発見できないことのオンパレードです！一緒に入った同期の仲間、先輩たちに囲まれて

創る学びの空間は刺激たっぷり！気づいたら学んでいる感覚を味わえるのはこのゼミの醍醐味です！（2 年） 

自分に自信が無くて、人に意見を伝えるのが怖かった。そんな私に、ありのままでいいんだよって教えてくれ

た場所。こんなに自分を曝け出せて、それを優しく包み込んでくれる環境は他にありません！！（2 年） 

花光ゼミは私にとっての居場所です。すみません、この言葉に尽きます。（2 年） 

その強い癖もここでは立派な武器。普通って何？やさしさってなに？全ては異文化の素。花光先生が全てをか

き混ぜ、素敵な学びの花を咲かせます。（2 年） 

このゼミで、知ること、考えることの楽しさを体験し、それがみなさんの行動へとつながっていけば嬉しいで

す。受講後に、異なるものへの見方が変わり、違いの中にある普遍的な何かを見つけることができますよう

に！（花光） 

 

選考方法：書類選考、課題、面接（ゼミ生も参加します） 

 



担当教員名：古川 敏明 

 

担当教員プロフィール 

 ハワイ大学マノア校言語学研究科博士課程修了．専門は社会言語学，談話・会話分析，ハワイ研究． 

 

テーマ名（ゼミナール名） 

 多言語社会の会話研究 

 

ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

 このゼミは多言語多文化社会を理解する手段として会話研究を行います．授業では特に（書き言葉とは異

なる特徴を持つ）話し言葉の分析における複数のアプローチについて学びます．そのため(1)文献についての

ディスカッションを行うとともに，(2)録画録音データの記述方法を学び，(3)様々な言語使用場面を分析する

データセッションを通して分析のスキルを磨きます． 

 また，ゼミ生は，既存のデータベースを利用するか，独自に収集した録音・録画データを用いたミニレポ

ートを執筆することになります．独自のデータを収集する場合は，身の回りの興味深いコミュニケーション

場面を対象としたり，テレビやラジオ，YouTube動画といったメディアを対象とすることができます． 

 ゼミでは多言語多文化社会，特に英語文化圏における言語使用（国際語・リンガフランカ・第二言語とし

ての英語）に関する文献を多く扱うので，受講生は英語を介するコミュニケーションに関心があることが望

ましいです．ですが，英語以外の言語の使用，複数の言語間の切り替えや混淆などの現象を追求したい受講

生も歓迎します． 

 

年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

 基本的には授業カレンダー通りです．3 年次の最後には卒業研究の計画書を提出してもらいます．4 年次

には卒業研究として会話研究をテーマとする論文を執筆します．ゼミ生による企画が提案されれば，合宿な

どを実施します． 

 

教員のコメント 

 とりあえず会話について研究してみませんか．始めてみれば，やりたいことが見えてくると思います．あ

なたが面白いと思うことについて話を聞けるのを楽しみにしています． 

 

選考方法（書類選考、レポート、面接…etc.） 

 書類選考，（オンライン）面接 

 

”Capstone Project”の課題について ：“Thesis”のみ 



①担当教員プロフィール 

Liu jie 

After completing my Doctoral program at the Graduate School of Humanities, The 

University of Tokyo, I became a lecturer in the Faculty of Social Sciences, Waseda 

University. Later a professor in 2003. 

I specialize in the history of modern Japanese diplomacy and the history of East Asian 

international relations. My major books include "Diplomacy under The War between Japan 

and China" and "China's Plan for the big power." 

 

②テーマ名（ゼミナール名）：Modern China in History (Chinese Studies) 

 

③ゼミでの主な研究内容（予定） 

This seminar focuses on politics and society in modern China. After 40 years of Economic 

Reform and opening-up, Chinese society has succeeded in introducing a system of market 

economy. As a result, Chinese can go all over the world to study, travel and immigrate. 

How has the Chinese view of the world changed? We will discuss China's perception about 

structural changes in China and the world. 

 

④年間スケジュール（予定） 

We are going to do four things throughout the year. 

1 Read the basic literature on China's modern history and deepen your understanding of 

Chinese history and the realities of modern China. 

2. Conduct research presentations and make discussions, organize your concern and set 

research themes. 

3 Decipher various literature records, conduct interviews with overseas Chinese, and 

collect historical materials. 

4. Complete the research report. 

  

⑤教員のコメント 

It is important to train the ability to analyze the information in the present age. Let's Try to 

make a bold hypothesis and verify it carefully. 

 

⑥選考方法：Essay and interview will be required. 

 

⑦：Capstone Project includes Thesis and Project. 



赤尾健一 

 ①担当教員プロフィール 

自然のなかで暮らしたいと考えて京大農学部林学科に入学しました。その後、自然保護

や環境問題の解決には経済学の知識が必要と気づき環境経済学を専門とするようにな

りました。研究は、持続可能性と共有地の悲劇に関する理論研究です。経歴と研究の詳

細はホームページ（http://www.f.waseda.jp/akao/KA/Kenichi_Akao.htm）や大学の研

究者 DBを参照してください。 

  

 ②テーマ名（ゼミナール名）環境及び資源経済学研究 

  

 ③ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）いずれも環境経済学および計量経

済学の入門書の輪読、個人の研究報告、グループ研究をによって構成されています。 

  

 ⑤年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）夏休み中のゼミ合宿でグループ研究の

テーマを決めます。グループ研究の成果は 12 月に他学部他大学との合同ゼミで発表す

るとともに、社会科学総合［別冊］学生論文集に投稿、掲載します。 

  

 ⑥教員のコメント やる気のある人には大変有意義なゼミです。卒業後もハイレベル

な研究を完成させたことに誇りと自信を持ってもらえると思っています。 

  

 ⑦選考方法（書類選考、レポート、面接…etc.） 面接を行います。 

  

 ⑧”Capstone Project”の課題について ： Projectのみですが、卒業論文も歓迎し

ます。 

 

http://www.f.waseda.jp/akao/KA/Kenichi_Akao.htm


①担当教員プロフィール：落合基継，53 歳。 

②テーマ名（ゼミナール名）：農村デザイン研究ゼミナール 

③ゼミでの主な研究内容（Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ） 

◆ゼミの概要：農村デザイン研究は，「農村地域における課題の発見・解決の学問」です。

つまり自然科学から社会科学にまたがる学際的な学問分野となります。農村地域では，過疎

化・高齢化・コミュニティの弱体化・耕作放棄地の増加等の多くの課題があります。これら

の課題に対して，社会（コミュニティ，地域文化，交流など）・環境（自然環境，景観，土

地利用など）・経済（農林水産業，観光など）・制度（法律，事業など）等の多様な側面か

らの複合的なアプローチによる，地域の現状把握，課題の発見，解決方法の検討，地域での

アクションなどが必要です。 

◆ゼミⅠ： 農村地域における課題の発見・解決の基礎的な考え方，研究の進め方，活用

する技術，現場での調査手法等を学び，3・4年生での実践のための準備と基礎づくりを行

います。またゼミの 3年生・4年生の班に合流し，実際の現場も訪問します。 

◆ゼミⅡ：実際の現場での調査等を通じて，地域の現状把握から課題の発見や解決方法の

検討を行います。それぞれが重要と思う課題・テーマを見つけることが求められます。春

学期では，農村地域の実際の課題を発見し解決方法を検討するにあたり，それぞれが興味

を持つ分野の研究レビューをします。秋学期では，春学期にそれぞれが実施した研究レビ

ューをふまえて，ゼミナールⅢでの卒業研究に向けて，実際の現場で現状を把握し課題を

発見することを目指します。 

◆ゼミⅢ：実際の現場での調査等を通じて，地域の現状把握から課題の発見や解決方法の

検討の結果をとりまとめて，個人での卒業論文の執筆またはグループでの卒業研究まとめ

をします。春学期では，各自が取り組む研究テーマを確定し，現場での調査を実施しま

す。秋学期では，春学期に引き続き調査を進め，個人での卒業論文の執筆やグループでの

卒業研究のまとめをします。 

④年間スケジュール：本ゼミでは，ゼミⅠとゼミⅡ・Ⅲとが共同で，それぞれ「ゼミ現地調

査」を実施します。実際の現地での調査をベースとして，ゼミ講義ではディスカッションを

します。したがって，ゼミⅠは火 4限ですが，火 5限のゼミⅡ・Ⅲにも参加されることを強

く推奨します。 

⑤教員のコメント：講義（火 4 限）は「ディスカッション・情報共有の場」であり，個々あ

るいはグループでの作業はそれ以外の時間が必要です。現地調査では様々な制約があり，決

して楽ではありません。また調査に入る現地への責任も伴いますので中途半端な関わりは

許されません。これらの点についてはあらかじめ強く認識しておいてください。 

⑥選考方法：原則，書類選考とします。「志望理由」や「特に研究したい分野」の内容によ

って選考します。また対面でもしっかり説明したいので，4 月に実施するゼミ説明会にも必

ず出席してください。 

⑦CapstoneProject の課題について：Thesis のみ 

※詳しくはゼミの web ページ https://ochiaizemikoho.wixsite.com/ochiaizemi を参照。 

https://ochiaizemikoho.wixsite.com/ochiaizemi


担当教員：佐藤洋一（1966-） 

 

① プロフィール：教員の佐藤は、アート、デザイン、ヴィジュアルコミュニケーションな

どの「制作すること」と都市の歴史研究（そもそもの専門分野）を重ね合わせながら仕

事をしています。リアルとサイバー、フィールドワークとデスクワークなど、異なる世

界が重なり合うところに、我々（教員も皆さんも）の考えるべきことがあります。 

② テーマ名（ゼミナール名）：空間映像研究ゼミナール 

③ ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）：３学年を通じ、コミュニケーション

手段として写真・映像を使いながら、表現すること、思考することを続けます。写真集

の制作、東京を対象にした共同研究プロジェクト、卒業プロジェクト（制作および論文）、

映画づくり WS、演劇 WS などをやっています。他にも自分たちで作ること、デザイン

すること、学びをデザインすることを奨励し、その機会は山ほど作れます。教員は皆さ

んの活動のバックアップ役ですが、時々はコラボレーションしたりします。 

④ 年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）：毎年２月に学外のギャラリーで展示会を

開催しています。大学の外へ出て、力を試してほしいからです。展示会は重要な行事で、

作品制作から、会場づくり、冊子の制作など全員が関わりながら作り上げていきます。

授業期間外では合宿年２回（春・夏）、その他有志での合宿や各種 WS は随時行います。

早稲田祭への出展も行っています。 

⑤ 教員のコメント：大きく二つの特徴をあげます。第一に「読み書きそろばん写真映像」。

つまり写真や映像をツールとしてコミュニケーションすることです。オンライン授業や

サイバー空間での活動がごく普通になったことで、世界は多次元状況に突入しており、

「空間映像ゼミ」のやるべきことは年々広がっています。サイバーとリアルの重ね合わ

せは、世界を生き抜くために、ここ数年のゼミ活動の大きなテーマとなってきました。

第二に「試す場であり試される場」。ゼミでは展示会を目標に、各自やりたいこと、や

れそうなこと、やる必要がありそうなことを思い切り試す場です。その試みを通じ、自

分が今後やるべきことを探り当ててほしいのです。ゼミのあれこれに思い切りコミット

すれば、大きくリターンがある場を作っています。卒業生もいろんな機会に現れます。 

 

＜リンク＞ 

佐藤のご挨拶（YouTube/2022 ヴァージョン）https://youtu.be/PqTlR0wLwdA 

空間映像ゼミ SNS 

Twitter  https://twitter.com/sato41_seminar 

Instagram  https://www.instagram.com/41_semi/ 

 

⑥ 選考方法（書類選考、レポート、面接…etc.） 書類＋課題＋面接（学生も参加します） 

⑦ TAISI プログラムの Capstone は Project のみ対応します。 

https://youtu.be/PqTlR0wLwdA
https://twitter.com/sato41_seminar
https://www.instagram.com/41_semi/


そうだ おさむ

早田 宰 ゼミナール
（都市再生アクションリサーチ）

担当教員プロフィール
1966年 東京生まれ
早稲田大学政治経済学部、大学院理工学研究科修了
博士（工学）
1995年より社会科学部教員
総務省地域力創造アドバイザー
著書「地域計画情報論」（成文堂）「地域協働の科学」

（成文堂）ほか
早稲田大学アーチェリー部⻑、サークル思惟の森会⻑
趣味：弓、馬、走、旅

Our common interest
‘Adequate housing for all’ ‘Building resilient societies’

New Urban Agenda

全ての⼈に適切な住宅を レジリエントな社会の構築

ニュー・アーバン・アジェンダ

SDGs

海外フィールドワーク＋大学と合同ゼミ
台湾（2018）, インドネシア（2019）

被災地・福島での研究・発表
福島（2017）

新宿NPO協働推進センター
フューチャーセンター
東京都新宿区（2019）

History

社会イノベーター肖像展（2019）

地域グループと合同調査
川口市（2017）

PBL approach（プロジェクトベース学習）

紛争（危機管理）

自然災害（地震・台風・洪水）条件不利地域（過疎化）

停滞地域（空洞化・スラム化）

コミュニティ開発の現場から
一緒に考える

社会デザイン
Social Design

都市・地域研究
Urban and 

Regional Studies

学問分野

⾏政

新しい価値観・⽣活様式・輪がひろがる

企業⑦多様な資源（情報・アイデアの種・など）を集約する

⑧ネットワークをつくる（可視化・アクセス可）

⑨オープンなプラットフォームをつくる（対話・交換のしくみ）

⑥⽣きた「トライアル（社会実験）」の場づくり

③「学習」する機会 ④「体験」する機会 ⑤異なる価値観・考え⽅を「翻訳」する

⑫助け合う
（公的・私的）

⑩ヒト・モノ・コトの間に新しい「交渉」「流れ」を拡⼤＝公正でWIN・WINな関係の拡⼤

⑪社会イノベーション
（社会改革）

市⺠社会 早稲田大学早田宰研究室

起業家精神
自由なチャレンジ

平等
誰一⼈も取り残さない

①「夢をもつ」機会 ②「感性」を広げる機会

③ゼミでの主な研究内容（社会デザイン） ⼼構え︓
「フィールドをもつ」

フィールドをもっている
それは

アクションリサーチの
スタートラインに⽴った証し

https://www.flickr.com/photos/cgiarclimate/14600878164

私たちのパートナーは、
コミュニティ開発の

実践者（Practitioner）
たちです。



多様なアクターによる一貫した
アクションを可能にする

場所をベースとしたアプローチをとる複雑な問題への対処に焦点を当てる

トランジションマネジメント（移⾏管理）
アプローチを採用する

ネットワーク化されたガバナンス
アプローチをサポートする

対話を促進する

グループをベースとした
社会に開かれた探究

ソーシャルイノベーション・ラボ

書く・伝える
体験の言語化

傾聴・対話・共感
変化のきざしをつかむ
社会の課題を理解する

地域と大学の協働

創造する
Creativity

やってみる
⾏動する
Action

リサーチで
貢献する
Service

CAS

⽅法︓参加型アクションリサーチ（PAR）の基本的な流れ

人・地域・社会が
ともに成⻑する

2023-2024 日本国内活動 「SDGs」 (一般P学生向け)

SDGs

東京の郊外・東村山市でSDGs未来都市のオープンラボを推進します。
つながるSDGs未来戦略ストーリー、アプリ開発などに関わります。

2023 Summer
Mutual Self-help Housing in USA and the World

セルフビルド住宅プログラム

https://www.rcac.org/housing/mutual-self-help-housing/

Inodonesia
(gotong royong)

USA（MSH）

Japan
(fushin, rinobe)

National Rural Self-help Houisng Association (http://nrshha.org/)
https://www.eldiario.ec/noticias-manabi-ecuador/503607-una-minga-andina/

Ecuador
(Minga)

Project for TAISI Studens(English-based program)

2023 Summer
Agriculture and Ecological Community Development

In Bali, Indonesia

Project for TAISI Studens(English-based program)

https://baliprawara.com/desa-pupuan-tegallalang-kembangkan-desa-wisata-tanpa-merusak-alam/

UNESCO World Heritage Site: Cultural Landscape of the Subak System

マラソンでいうと・・・

ゴール！（42.195km）

折り返し（21.1km）

脚力つける（10km走）

軽くジョギング（1km）

体験（シューズをはく）

いざコースへ（5km走）

ケア（ストレッチ・記録）

いざ、スタート（0 Km）

持久力つける（30km走）

ゼミⅠ 準備する
・現場へ行く、出会う
・リサークチエスチョンをもつ

ゼミⅢ Capstone Project/ゼミ論
・自分の現場を開拓
・分析・執筆
・完成・報告会・郵送・追いだし

ゼミⅡ秋 アクションリサーチ（100時間）
・インタビュー
・ワークショップ
・フィールドノート（日誌）つける
・成果プレゼンテーション

ゼミⅡ春 準備する
・コンタクト・リソースMAP
・出稽古（海外大学と合同ゼミ）
・プロジェクト提案（判定）

④年間スケジュール



選考⽅法
３分間の自己紹介動画（MP4）を作成し、BOX等オンラインにアップして、

リンクのアドレスを教員へ送ってください（sohda@waseda.jpまで）。
⾃分のバックグラウンド、関⼼ごと、志望理由、とくに教員の作成したパワーポ

イント動画を⾒た感想、「テーマ」「アクションリサーチ」をしてみようと思ったか、
「現場」などはぜひ含めてください。
説明に使う資料は⾃由（コンテンツ著作権に注意のこと）。顔は出したくな

い⽅は出さなくてもかまいません。声は入れてください。なお提出された動画は
目的以外に使用されません。また審査後には動画は削除ください。
判定は、基本的に動画のみで合否を決定します。判断がつかない場合のみ

連絡し、オンラインで面談をお願いするときがあります。

”Capstone Project”の課題について
TAISIの学⽣は、“Project”のみ可。

（条件）日本において、プロジェクトを選択、⾃分で関⼼のある地域コミュニ
ティを探して活動に参加できること（紹介は教員がサポートするが、それ以後は、
カウンターパートとなる人と信頼関係を構築しながら１人で⾏動できること）、
プロジェクトを企画できること、基本的なコミュニケーションが地域住⺠とできるこ
と（完全でなくてもいいから）。ゼミ論⽂は一般P学生は日本語または英語、
TAISI学生は英語で書くことになります。

以 上

⑤教員のコメント

ゼミⅠ
地域で素晴らしい人とた
くさん出会おう。
どこにも書いていない貴
重な話をきこう。

現実はおもしろい！
現実を理解するために学
問が生まれた。
現実は理論より常に一歩
先に進んでいる。

ゼミⅡ
じっくりと。教科書では情報
は「圧縮」されている。現場か
ら学ぶときには時間がかかるこ
とを覚悟。

100時間アクションリサーチ。
最初は「そんなの無理」、
「さぞ苦しいだろう」と思う
かもしれません。しかし、
やっているうちにだんだんで
きるようになってきます。

気づいたら現場に行くの
が楽しみになっている自分
を発見します。やり遂げると

すごい達成感です。

現場に通ったり、人と
コミュニケーションし
ながら次のストーリー
を自分の頭で考えるの

が面倒くさいと思

う人はあわないかも。
ゼミⅢ
成果をしっかりまとめる。
世話になった人々に報告します。

合わなかったら、ゼミⅡ
から他のゼミに移るのも
よし。

そうだ おさむ

早田 宰 ゼミナール
（都市再生アクションリサーチ）

終



① 担当教員プロフィール 

中橋 渉：東京大学理学部生物学科卒業。同大学院理学系研究科生物科学専攻に

て博士（理学）を取得。現在、早稲田大学社会科学総合学術院准教授。専門は自

然人類学。遺伝子・文化・社会の共進化について主に研究している。 

 

② テーマ名（ゼミナール名）：人類進化モデル 

 

③ ゼミでの主な研究内容 

人間社会について考えるために、ヒトという生き物に関係することを各自で研

究するゼミです。研究テーマは自由ですが、科学的な研究方法をとることが求め

られます。ですので、科学研究とはどういうものなのかをまず勉強する必要があ

ります。その最良の方法は、興味のあることに関連する科学論文を読み、先行研

究の手法と結果を学ぶことです。卒業研究では、論文を読んで得た知識と、教員

や他の学生との議論をもとに研究課題に適した手法を考え、実験や観測、文献調

査、データベースの活用、コンピュータシミュレーションなどによって仮説検証

に必要なデータを集めて分析することが主な作業になります。 

 

④ 年間スケジュール 

ゼミナール I ではまず、勉強の仕方を学びます。研究を行うために必須となる、

科学論文の読み方や探し方を身に着けてください。ゼミナール II では研究の仕

方を学びます。卒業研究で行いたいテーマに関係する論文を自ら見つけて精読

し、科学研究の手法を学びつつ、卒業研究の計画を練ってください。また研究に

必要なソフトの使い方や統計手法なども勉強してください。ゼミナール III では

卒業研究を行います。それまでに学習してきたことを生かして興味のあること

を研究し、その成果を卒業論文にまとめてください。卒業論文の提出は必須です

が、ページ数などの制約はありません。ゼミでは毎回、担当者が論文紹介や研究

進捗報告などを行います。他の学生はそれに対して、積極的に質問や議論をする

ことが求められます。なお、ゼミ行事として、生物進化や自然人類学の知識を深

めるために、動物園や博物館を見学しに行くことがあります。 

 

⑤ 教員のコメント 

好きなことを研究してください。そのための手助けは惜しみません。 

 

⑥ 選考方法：書類選考 

 

⑦ “Capstone Project”の課題について：“Thesis”のみ 



2023年度 社会科学部 政治思想研究ゼミナール～西洋政治思想史文献研究 

 

 
ゼミのおもな研究・活動内容： 

●西洋を中心として、古代から現代にいたる政治思想、政治哲学について研究しています。正義、平等、格差、

人権、紛争、平和、国家権力、デモクラシー、市民の資格と能力など、現代政治社会にかかわる諸テーマの思想

的考察もおこないます。 

●ゼミでは、政治思想に関係する古典や研究文献を分担報告形式で講読するとともに、受講生が自由に選んだ思

想家やテーマで個人発表をおこない、4年生終了時の1月に提出する卒業論文につなげていきます。 

●これまでゼミで一緒に読んできた共通講読文献は、プラトン、マキァヴェッリ、モンテスキューからロールズ、

アーレント、サンデルまでさまざまです。 

●個人発表や卒業論文のテーマは、西洋や狭義の政治思想に関係するものでなくても、各人が自由に選ぶことが

できます。以下は近年の卒業生の卒論テーマです。 

「ニヒリズムへの応答としてのヨナスの神学的思弁」；「カント形而上学への試み～経験からの離陸は成功したの

か～」；「多文化主義における他者性の問題～チャールズ・テイラーへの<批判>とウィル・キムリッカへの<批判

可能性>を巡って」；「マルクス『資本論』より商品論についてのまとめと考察――価値形態論と商品の物神性

――」；「労働と全体主義の関連性――アーレントの「労働」概念を検討して――」；「中村敬宇の思想変遷

――折衷主義的朱子学観と弁証法――」 

 

ゼミ年間スケジュール： 

 春学期 夏休み 秋学期 

ゼミナールI ―― ―― 文献講読 

ゼミナールII・III 文献講読、個人発表 合宿（希望があれば） 文献講読、個人発表、

卒論提出（4年生） 

 

教員からのコメント： 

政治学、歴史学、哲学、倫理学、現代政治社会の諸問題に興味がある人たちが、文献を中心に議論しながら一緒

に学んでいます。入ゼミに際し、政治思想についての基礎知識は特に必要ではありません。しかし、「皆で同じテ

クストを読みながら解釈についての意見を交換していく」ことが普段のゼミの中心になりますので、「書物を読

み、自分の頭で考える練習を厭わない人」、「分厚い書物の内容を何とか理解して自分の言葉でそれを他の人に伝

えようと努力する人」「他の人の意見や解釈に学ぶことで視野を広げたい人」を歓迎します。1人では読み通すの

が難しい本も、一緒に読むことで理解が深まります。これをきっかけに皆で古典や理論書を読むことにトライし

てみませんか。古典の世界の豊かな広がりを一緒に味わいましょう。 

 

選考方法：書類選考および面接（オンラインの可能性あり） 

 

TAISIプログラム学生のCapstone ProjectはThesisのみ可能です。 

 

ゼミについてのご質問は、担当の厚見 atsumi@waseda.jpまでお気軽にどうぞ。 

担当教員プロフィール：厚見恵一郎。早稲田大学政治経済学部卒。

早稲田大学大学院政治学研究科を経て、博士（政治学）。 

現在、早稲田大学社会科学総合学術院教授。 

専攻は西洋政治思想史、政治哲学。 

mailto:atsumi@waseda.jp


担当教員：池谷 知明 

 

①担当教員プロフィール 

専門はイタリア政治･政治学。有権者の創造という観点から19世紀以降のイタリア選挙制度史に

ついて、多元主義とデモクラシーという観点からガエターノ･モスカの政治階級論について研究

している。趣味は海外旅行。 

 

②テーマ名（ゼミナール名） 

比較政治研究 

 

③ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

ゼミナール I：政治学の基礎概念を習得する。先進デモクラシー諸国の政治について比較考察し

ながら研究する。スタディ･スキルに習熟することも目的。 

ゼミナール II：ゼミナール Iでの研究を基礎にして、自分の研究テーマを見つけ、研究を深めて

いく。 

ゼミナール III：自分の研究テーマについて発表を行い、最終的に論文にまとめる。 

 

④年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

ゼミナール I：基礎文献の購読、発表。 

ゼミナール II：専門的文献の購読(春学期)、研究テーマの設定(秋学期) 

ゼミナール III：研究発表(春学期)、論文作成(秋学期) 

ゼミ合宿を行うことも有り。 

 

⑤教員のコメント 

 アメリカ、イギリス、フランス､ドイツ、イタリアを中心に、先進デモクラシー諸国の政治に

ついて、比較の見地に立って実証・理論面から考察するゼミです。その考察から得られた知見を

基にして、日本政治についても議論します。 

 ゼミ生には、文献の購読や発表を通して先進諸国の政治制度を理解、分析するとともに、比較

政治学の理論に習熟し、それに基づいて政治についてさまざまな角度から議論できるようになる

ことを期待しています。またレジュメ、レポートの作成や報告を通してスタディ・スキルを獲得

し､向上させて欲しいと思っています。最終的な目標は学部の『学生論文集』に論文を発表する

ことです。これまでのゼミ生は期待以上の成果を上げていて、担当教員としてはうれしい限りで

す。 

 ときにハードに厳しく、ときにソフトに楽しく、学年の枠にとらわれないデモクラティックな

ゼミです。教室での議論だけでなく、イタリア、フランスなど各国料理を楽しむコンパ等でも大

いに楽しんでいます。 



 

⑥選考方法（書類選考、レポート、面接…etc.）書類選考 

 

⑦”Capstone Project”の課題について ：未定 

 



●ゼミナール紹介 稲生信男 

①担当教員プロフィール 

・経歴 

  早稲田大学法学部卒業、国の政策金融機関（現：㈱日本政策投資銀行）を経て 

  2002 年 4 月 東洋大学 国際地域学部助教授に転職（2008 年４月 同大学 教授） 

  2016 年 4 月 早稲田大学 社会科学部教授に着任 

・専門 行政学、地方自治、公共部門の経営（とくに資金調達）。早稲田大学 博士(学術) 

 

②テーマ名（ゼミナール名） 

 行政・地域自治研究 

 

③ゼミでの主な活動内容 

○ゼミナールの目的 

  行政の世界では、国にせよ地方にせよ技術的合理性と政治的非合理性とが交錯する。重要なこ

とは、行政は、もっぱら政治が抽出した政策アジェンダに対して、制度を基底に国民ないし住民

の目線から政策として作り上げ、適切に資源を管理しながら具体的な公共サービスとして提供し

ていく役割を持っていることである。つまり、行政や地域自治の研究においては、制度・政策・

管理が常に問われるし、理念のみならず実務的側面にも十分に配慮しなければならない。本ゼミ

ナールは、このような実践的な行政の現場も学生が体験しつつ、理論的に考え議論する場である。 

○ゼミナール I の概要 

 ゼミナール I では、II および III の前提となる知識と問題意識を共有できるようにしたい。具体

的には、第 1 に課題図書の輪読とプレゼンテーション、第 2 に現場体験、第 3 に基礎的研究調査

の 3 フェーズからなる。第 1 フェーズでは、指定された課題図書について、参考文献も含め深く

読み込みグループで徹底的に討論することを求める。第 2 フェーズでは、輪読で得られた知見が

現場でどのように生かされているのか、もっぱら地域自治の現場視察等により、現場体験してい

く。そのうえで第 3 フェーズでは、各自ゼミナール II および III で深く考察することとなるテー

マの設定を行い、基礎的な情報収集を行ったのち研究成果を報告する。 

 

④年間スケジュール（ゼミナールⅠ） 

 10 月〜11 月 現在の政策に関するディスカッション、テキストを輪読（〜１月まで） 

 11 月〜 1 月 フィールドワーク（自治体のまちづくり政策をグループで実地調査） 

 ※このほか、自治体の政策が実施されている現場の視察や他大学ゼミとの合同セミナーなどを

開催予定。なお、ゼミ上級生との交流機会を複数回設けるので積極的に交流してほしい。 

 

⑤選考方法 

 選考は書類選考、レポートおよび面接により行う予定である（変更の可能性があるので十分に

注意すること）。 

以 上 



テーマ 

選挙・世論研究 

担当教員プロフィール 

 遠藤 晶久 

早稲田大学社会科学総合学術院准教授。博士（政治学）。専門は、政治行動論、世論研究、世論調査方

法論。主要著書に、『イデオロギーと日本政治：世代で異なる『保守』と『革新』』（共著、新泉社、2019

年）、Generational Gap in Japanese Politics: A Longitudinal Study of Political Attitudes and Behaviour

（共著、Palgrave Macmillan、2016 年）等。主な担当科目は政治分析の基礎、政治分析、現代選挙論。 

ゼミでの主な研究内容 

 本ゼミナールでは、選挙、世論を中心とした、現代政治の計量分析を行います。ゼミ履修者

は何らかの現象を取り上げ、その現象が「なぜそうなっているのか」について自分なりに考

え、仮説を立て、データを収集し、分析をします。テーマは、選挙、世論に限らず、マス・

メディアや SNS、ひいては政治家や政党の行動等、政治に関連するものであれば幅広く設定

してかまいませんし、日本政治の研究だけでなく他国の政治や国際政治の研究でも歓迎しま

す。データも世論調査だけでなく、選挙結果、議員調査、実験、テキストデータ等、様々な

ものがありえます。2 年生の秋学期では、実証的政治学の方法論に関する文献とその手法を用

いた論文を読むことで、「実証的政治学とはどのように行うのか」についてイメージを持って

もらいます。3・4 年生には 1 年間かけて自分なりのテーマで学年末論文を書いてもらいます。

たとえば、2022 年度は、「パーソナリティと政治意識」「Twitter 上の世論分析」「候補者が外

交安全保障を重視する要因」等のテーマで個人研究に取り組みました。計量分析の初学者で

あっても、お互いに助け合いながら学んでいます。ゼミを通じて、「誰かが書いたものをまと

めた」ではなく「自分の手で分析した」という充実感（と難しさ）を味わってもらいたいと

考えています。 

年間スケジュール 

 毎年、学期末に拓殖大学浅野正彦ゼミと合同研究報告会を開いています。合同ゼミでは、2

年生は聴講、3・4 年生は研究報告をしてもらいます。 

教員のコメント 

 より詳しい情報はシラバスにあります。ゼミの内容について質問があれば、遠慮なく連絡を

ください。ゼミの Twitter アカウント（endozemi_polisc）もゼミ生が運営してくれています

ので、そちらも参考にしてください。 

選考方法 

 面接 

TAISI Capstone Project 課題 

 “Thesis”のみ 
 



担当教員名：奥迫 元 

 

①早稲田大学社会科学総合学術院准教授 

 早稲田大学政治経済学部卒業。同大大学院政治学研究科にて博士号(政治学)を取得。主著として、共編

著『経済制裁の研究―経済制裁の政治経済学的位置づけ』(志學社、2017 年)、共著『国際関係論のニュ

ー・フロンティア』(成文堂、2010 年)、共著『福祉社会へのアプローチ[上巻]』(成文堂、2019 年)、共

著『平和学から世界を見る』(成文堂、2020 年)がある。 

 

②国際関係研究 

 

③ゼミⅠ：近現代国際関係の基礎知識と主な国際政治理論をめぐる基本的理解を習得することで、グロ

ーバル化時代の地球的諸問題に目を向け、考える力を涵養する。前半は文献の輪読、後半は個人・グ

ループ発表を行う。 

 

④ゼミⅡ・Ⅲ：ゼミⅠ終了時に各自が設定した研究テーマについて研究・発表を行うことで、現代国関

係に関する各自の主体的理解を深める。ゼミⅡでは卒業論文計画書を作成し、ゼミⅢでは全員が卒業

論文を執筆・提出し、最後に卒業論文発表会を行う。 

 

⑤2020 年 8 月上旬：夏合宿(予定) 

      11 月下旬：OB・OG 会 

 12 月上旬：立命館大学宮脇ゼミとの合同ゼミ 

 2021 年 2 月上旬：春合宿(予定) 

         4 月～7 月：十大学合同セミナー 

 

⑥奥迫ゼミでは、国境を超える事柄であればどんなことでも学ぶことができます。グローバル化に伴い、

国際問題はますます「グローカル化」・複合化し、その結果、その解決には企業や市民も含む様々なアク

ターの協働が不可欠となっています。その意味で、我がゼミでの学びは、「国際化」・「学際化」・「臨床化」

という社学の教育・研究理念に直結するものです。 

世界は不確定なもので、私たちにとって重大な決断に際し絶対普遍の解など存在しません。むしろ、

最終的に自らの意志と判断で選択せざるをえないからこそ人は自由であるともいえます。また選択が取

捨から成り、選ぶことは捨てることでもある以上、自由には責任が伴います。新型コロナウィルスの問

題が劇的に示したように、今日我々が担うべき社会・政治的責任はますますグローバルなものとなって

います。ゼミでの学びが、ゼミ生にとってグローバルな社会的責任を全うするための一歩となるよう願

っています。 

 

⑦オンラインによる面接(予定) ※詳細については別途案内 

 

⑧Thesis のみ 



 

 

◼ 担当教員：利根川佳子（国際開発学、教育開発、アフリカ地域研究） 

◼ ゼミナール名：人間の安全保障 

◼ ゼミの主な研究内容： 

・国連開発計画（1994）によると、人間の安全保障とは、以下の大きく二つの観点から構

成される考え方です。一つ目の観点は、「飢餓・病気・抑圧等の恒常的な脅威からの脱却」

（欠乏からの自由）、二つ目の観点は「日常生活から突然断絶されることからの保護」（恐

怖からの自由）です。本ゼミでは、前者の観点に基づき、国際開発や教育開発に焦点を置

いています。 

・本ゼミでは、特に、エンパワメントの考え方に関わる、開発途上国における教育の問題

について議論します。2015年に合意された持続可能な開発目標（SDGs）の内、4番目の目

標として教育目標は設定されています。知識・スキルの獲得や人材育成の観点から、実際

には 17の全ての目標に教育の要素が関わっているともいわれており、教育は、様々な分野

に対して影響力を持つ領域横断的な分野であり、国際協力の中で重要な役割を担っている

といえます。 

◼ ゼミ年間スケジュール（2022年度の例） 

⚫ ゼミナール I：人間の安全保障および教育開発に関連する文献の輪読および発表・議論

を行い、知識の修得、基礎的理解に努める。  

⚫ ゼミナールII：  

〔春学期〕ゼミナールIに引き続き文献講読および発表・議論。 

〔秋学期〕卒論計画書の発表、関心分野に関する発表など。 

⚫ ゼミナールIII：卒論執筆と発表 ＊卒論は1.5～2万字程度 

＊「紛争解決論実習」の参加（任意） 

＊ゼミ生の卒論テーマ 

・バングラデシュにおけるロヒンギャ難民の教育に関する考察－他地域難民との比較から－ 

・アイヌ民族の権利回復についての考察―高等教育におけるアファーマティブ・アクション導

入の検討― 

・日本における貧困層の子どもたちが直面する困難―社会的排除の要因とその解決に向けて― 

・ジェンダーと学校教育―共学と別学の視点から― 

・紛争後の教育・学校による「人間の安全保障」―日常性の回復を中心に― 

◼ 選考方法：書類選考、面接 

◼ Capstone Projectの課題について：Thesisのみ 

◼ 教員から志望学生に向けてのコメント 

本ゼミは、2019年度から始まった比較的新しいゼミです。ゼミでは、異なる背景や環境を持

つ多様な開発途上国の課題を、日本での常識を超えて考え、議論する中で、深い思考力と広

い視野を習得してほしいと考えています。和気あいあいとしたゼミで楽しく過ごしましょ

う！ 



2023 年度 ゼミナール I（平和学研究/堀芳枝） 

① 担当教員プロフィール： 上智大学院、外国語学研究科国際関係論専攻。国際関係論を学びつつも、フィ

リピンが好きだったのでフィールド調査をもとに博士論文を執筆。その後、タイのストリートチルド

レン、フェアトレード、グローバル経済におけるフィリピン女性の労働の変容などについて執筆。 

②テーマ： グローバル・サウスにおける直接・構造的暴力の克服に向けて 

 

③主な内容： 平和学は戦争や紛争などの「直接的暴力」だけでなく、貧困や格差、環境、ジェンダー

（LGBTQ）、移民、マイノリティなど「差異」や社会の構造によって生じる「構造的暴力」、そしてそ

れらの暴力を正当化する思想やイデオロギーなどの「文化的」暴力の克服を目指す学問領域であり、この

暴力は「グローバル・サウス」と呼ばれる途上国の人々、そしてグローバル資本主義の下で先進国の中で

貧困や格差の問題に苦しむ女性や子ども、エスニシティ集団、難民などに顕著に表れる。このゼミでは、

こうした問題について具体的に検討しながら、その解決方法について考える。対象範囲が幅広いので、学

生たちの興味関心を尊重しながら文献を選んで読んでゆく。学生が自分の関心のある問題について、グロ

ーバルーナショナルーコミュニティー世帯内のジェンダー（LGBTQ などを）も意識しながら、各問題を

構造的に理解し、分析し、その解決方法を考える力を身につけてゆくことを教育目標とする。 

 

※キーワード：グローバリゼーション、東南アジア、ジェンダー、貧困、格差社会、マイノリティ、移民、

外国人労働者、女性の労働（アジア・日本）、児童労働、子どもの貧困、ファストファッション、アグリ

ビジネス、NGO・NPO、フェアトレード、ローカリゼーション、持続可能な開発、内発的発展  

 

④年間スケジュール 

ゼミナールⅠ（2 年秋）： ジェンダー、環境、貧困など、その時の学生の関心に応じて文献輪読と学生の

発表をおこなう。春休みの 2 月は週に 1 回 ZOOM で文献講読会あり。11 月頃 3 年生との交流会あり。 

ゼミナール II（3 年春・秋）： 3－4 年の合同ゼミ。春学期は文献講読と「十大学合同セミナー」に参加

（http://judai-official.info/）。夏合宿あり。秋学期はゼミ論を発表して執筆（目標 1 万字以上）。 

ゼミナール III（4 年春・秋）： 3 年生と文献講読＆ゼミ論を指導。卒論（12 月 31 日〆切）、発表会・卒業

文集作成（1 月）。 

【輪読した本の例】千田有紀ほか『ジェンダー論をつかむ』有斐閣、村田晃嗣ほか『国際政治学をつかむ』

有斐閣、、斎藤幸平『人新生の「資本論」』集英社新書、2023 、D.ハーベイ『新自由主義』、S.サッセ

ン『グローバルシティーニューヨーク、ロンドン、東京から世界を読む』ちくま学芸文庫、B.アンダーソ

ン『想像の共同体―ナショナリズムの起源と流行』（予定）シンシア・エンロ―（佐藤文香訳）『策略―

女性を軍事化する国際政治』、鶴見和子『内発的発展論』筑摩書房、パトリシア・ヒルほか『インターセ

クショナリティ』人文書院など 

⑤選考方法： 定員を超えた場合は、書類選考と面接。 

⑦Capstone Project ：Thesis only will be admitted.  

⑧質問先： hori.online.2020@gmail.com 



1. Professor Dr. YAMADA Mitsuru   

Professor’s Profile: Dr. YAMADA Mitsuru, who is a professor of School of 

Social Sciences, specializes in international relations, international cooperation 

and peacebuilding. He received his master degree in International Relations at 

Ohio University, USA and his doctorate in political science from Kobe 

University.  And I am participating in many voluntary activities: Vice 

chairperson of The Association of Japan-Timor-Leste, Board member of several 

NPOs, Co-director of Japanese Studies program of Japan-Vietnam University, 

Senior member of ANFREL, others.   

2. International Cooperation & Peacebuilding  

3. Seminal Annual Schedule: 

Annual Activities: Inter-university seminar, Training camp at Karuizawa 

seminar house on September with all Yamada seminar including graduate 

students, Friendly gathering like Welcome, Christmas, Farewell party 

Usual activity: Presentations from each group and discussions together  

4. Our seminar bases on independent activities. One is interested in volunteer 

work, another is circle activity and others have concerns about studying abroad. 

However, all students become united in the YAMADA seminar. I hope all 

applicants have great ambition to become social innovators.  

5. Our seminar will ask for motivations first of all. I have no screening in principle 

but depend on applicant numbers. We (I and 3
rd 

grade students) will attach the 

great importance to applicants’ motivation through interview. 

6. Seminar selection bases on firstly paper screening and then interview. 

7. The TAISI students can choose Thesis or Project paper based on your interests. 

8. Our seminar is conducted by English and Japanese. In concrete, each group for 

research topics give English presentation with PPT and discussion regarding 

presentation is used mainly Japanese. 

 



ゼミ紹介                 ゼミナール 「会社法の研究」 

 

① 担当教員プロフィール 

 氏 名   川島 いづみ 

 専門分野 会社法・金融商品取引法・商法（企業法とも呼ばれます。） 

 経歴等   専修大学法学部教授などを経て、2002 年から早稲田大学社会科学部教授 

 

② テーマ  会社法の研究 

 「会社法の研究」ですが、ゼミ生の興味・関心により、金融商品取引法に関するテーマ（例え

ば、インサイダー取引の規制とか）を研究することもできます。労働法は扱いません。 

 

③ ゼミの主な研究・活動の内容 

ゼミでは、まず、テキストを使って、株式とは何か、会社の設立方法は、株主総会とは、といった

基本的な事柄を学ぶとともに、その学習内容の発表方法を学びます。次に、会社法の基礎的な

理解がある程度進んだところで、事例や判例（裁判所の判決等）を交えて、会社法や会社実

務において、どのようなことが問題になっているのかを学習し、併せてその解決方法を考えます。 

ゼミ生が興味を持った、その時々に関心の高いテーマ（バーチャル株主総会や、上場会社の

内部統制、株式等を使った資金調達、企業買収や買収防衛策など）が、取り上げられます。 

実際に起こった事件を題材にして、原告側と被告側に分かれて、討論を行うこともあります。 

 

④ 年間スケジュール 

 従来は、秋にゼミナールの OB・OG 会を開催したり、春休みまたは夏休みに大学のセミナーハウ

スでゼミ合宿を行ったりしていますが、コロナ禍の影響から、ここ３年ほど行っていません。 

 

⑤ 志望学生に向けてのコメント 

 会社法は、法学分野の科目ですが、会社法の適用対象である株式会社等を通じて、企業活

動や経済・社会と直結しており、グローバルな広がりもある科目です。その会社法を研究するゼミ

で、社会人になる準備をしてみませんか。 

 

⑥ 選考方法 

 原則として書類選考ですが、面接を行う場合もあります。 

 

⑦ “Thesis”, “Project” 両方の指導が可能です。 



KUROKAWA, Satoshi (黒川哲志) 

① 担当教員プロフィール 

社会科学部教授、博士(法学)  環境法・行政法が専門 

Professor of School of Social Sciences, Waseda University. Ph.D. in Law (Kyoto University). 

My research fields are the environmental law and the administrative law. Recently, I am 

working on the climate change regulation and the nature protection laws. 

 

② テーマ名（ゼミナール名） 

The seminar on the environmental law and policy  環境法政策研究ゼミ 

 

③ ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）日英併用 

環境にかかわる法制度と啓作についての研究をする。気候変動問題、自然環境・生態系

の保全、循環型社会形成、街づくりなど、各自でテーマを選んで個人の研究を進めるとと

もに、グループで弓道研究も行う。フィールドワークも、積極的に行なう。 

In this seminar, you are studying and researching environmental laws and schemes such as 

waste management & recycling, climate change, nature protection (nature reserves, 

protection of wildlife, wetland, migratory birds), river management, urban planning, green 

spaces, landscape management, and so on.  Graduating students are required to submit the 

graduation thesis or cap stone project based on the research activities in the seminar.  

 

④ スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

Each student makes presentation every two weeks during semesters.  

二週間に一度は小さなプレゼンをしてください。 

 

⑤ 教員のコメント 

フィールドワークをします。Let’s go out for fieldworks. 

 

⓺ 選考方法（書類選考.）Screening based on documents. 

 

⑦ ”Capstone Project”の課題について ： Either of thesis and project is OK.一般プログラ

ム学生は、卒業論文を書くことが期待される。 

⑧ 教員は日本語 80%英語 20%、学生はどちらでも自由に。実績としては留学生が多いの

で日本語 10%英語 90%であった。 



 1 

阪口 正二郎（さかぐち しょうじろう）ゼミ 

 

① 担当教員プロフィール 

専門分野は、憲法、比較憲法。早稲田大学法学部を卒業、同大学大学院法学研究科博士

後期課程を単位取得退学した後、東京大学社会科学研究所助手、助教授、一橋大学大学

院法学研究科・法学部助教授、教授を経て、2020 年 4 月より現職。 

② テーマ名 

現代社会における基本的人権と民主主義 

③ ゼミの研究内容 

憲法は、さまざまな権利を保障すると同時に、民主主義を主要な基本原理とする統治

のシステムを定めています。このゼミでは、現代社会における人権や民主主義に関わ

る多様な問題を憲法との関係で考えます。憲法はかなり特殊な法です。憲法の規定は、

しばしば非常に抽象的です。たとえば、憲法は表現の自由を保障する旨定めています

が、どのような表現行為が保障されるのか具体的には定めていません。どのような表

現行為が保障されるべきかを決めるためには、憲法はなぜ表現の自由を保障している

のか、問題となる表現行為にはどのような価値や弊害があるのかを考えないといけま

せん。また、人権の保障を当然視するのではなく、そもそも人権とは何か、なぜ人権を

保障すべきなのかということも考えてみる価値があります。民主主義についても同じ

で、民主主義とはどのようなものなのか、なぜ民主主義なのか、日本社会における民主

主義はどの程度実現されているのか、といったことを考えてみる価値があります。こ

のゼミでは、現代社会に存在する人権や民主主義に関わる多様な問題を取り上げて検

討することで、そうした根本的な事柄について考えると同時に、人権や民主主義とい

う観点から見ると私たちが生きている今の社会とはどのような社会であり、いかなる

課題があるのか考えます。ゼミで取り上げる具体的なテーマは、ゼミ生の皆さんと相

談して決めます。 

④ ゼミの年間スケジュール 

年間スケジュールは、ゼミ生のみなさんと相談して決めます。ただし、ゼミナールⅢで

は、最後にゼミナール論文を執筆してもらいます。 

⑤ 教員から志望学生に向けてのコメント 

みなさんが積極的に学ぶ意欲があれば、みなさんが主役となるようなゼミにしたいと

思っています。 

⑥ 選考方法 

書類選考。ゼミを志望する理由、ゼミで扱いたいテーマを、ワード・ファイルで 1200

字以内にまとめてメールに添付して提出してください。宛先は、sakaguchi@waseda.jp 

⑦ Capstone Project の課題 “Thesis”のみ 

mailto:sakaguchi@waseda.jp


担当教員名：鈴木 俊晴 

① 担当教員プロフィール： 

 専門は労働法および雇用政策論。現在、内閣府「規制改革推進会議」の専門委員を務めるなど、国の

政策形成に参画する一方、東京都の「労働法基礎セミナー」（一般人向け講座）の講師として、教育活動・

啓発活動も積極的に行っている。 

 

②テーマ名（ゼミナール名）：「雇用社会の法」 

 

③ゼミでの主な研究内容： 

雇用に関わる現代的な法的問題を全般的に扱う。長時間・低賃金労働の問題、正規雇用と非正規雇用

との格差の問題、女性の働きかたをめぐる問題、パワハラなど労働者の人格権を巡る問題、高齢者・障

がい者・外国人と労働の問題、リモートワークやクラウドワークなど近未来的な働き方をめぐる問題、

雇用関係にないフリーランスの保護の問題など。 

 

⑤年間スケジュール： 

 ゼミナールⅠでは、初回のガイダンスののちは、複数人が 1組となり、大内伸哉著『雇用社会の 25の

疑問〔第 3版〕』（弘文堂、2017年）を素材にしつつ、各自が興味をもった分野について、分担して発表

してもらう。ただし、単に同書の内容を紹介するのではなく、内容をさらに詳しく調べ、私見も交えて

発表することが求められる。プレゼン能力を鍛えることも目的のひとつとしているため、発表は原則と

してパワーポイントを用いて行う。 

 ゼミナールⅡ・Ⅲでは、雇用政策や労働法に関する研究発表をおこなうほか、労働法を実際に運用す

る実務家との接点に重きを置いた活動をおこなう。具体的には、労働法や社会保険を企業に遵守させる

ための士業である社会保険労務士の方や、企業人事部の方をゲストにお招きした意見交換会を実施して

いる。また、企業の人事部にお勤めの方などに役立つような情報を掲載するブログや twitterも学生が主

体となって運用している。今後はさらに、人事（経営）コンサルタント会社や社会保険労務士法人など

での職務体験なども実施していく予定である。併せて、年に 1 回、法学部の労働法ゼミとの合同討論会

なども開催するなど、多種多様な活動をおこなっている。 

 

⑥教員のコメント： 

 労働法や雇用政策についての基礎知識を習得することはもちろん大切です。ですが、ゼミナールです

から、社会人になってから必須の技術である「世の中に存在する問題点を発見し、それを分かりやすい

文章（パワーポイント）にまとめ、プレゼンを通じて視覚的にも工夫をしつつ効果的に伝える」方法を

まずは身に着けてもらいたいと思っています。また、日本の企業は、まだまだ無駄な会議が多く、それ

が長時間労働を招いている一因とも言われますが、「建設的な議論の方法」についても常に考えてもらお

うと思います。ただ、これらの技術は一朝一夕には身につきませんので、毎回、（うまく行かないことも

多いと思いますが）活発に議論を行うことで、少しずつ、全体のレベルの向上を図っていきます。 

 私が尊敬する先生の一人は、「ゼミはコンパの延長だ」とおっしゃっていました。私はそこまで言う勇

気もないですしコンパの強制ももちろんしませんが、ゼミでの過ごし方次第で楽しく充実した大学生活



になりますし、ゼミを通じて一生の友人ができることも少なくありません。皆さんには、ゼミを通じて

そのような貴重な時間を過ごしてもらいたいですし、そのサポートができればと思っています。 

 

⑦選考方法： 書類選考。場合によっては面接。 



 

刑法研究（仲道祐樹ゼミ） 

Ⅰ ゼミナールにおける研究内容                           

 法律学のうち、刑法を対象とし、判例研究、理論研究を行います。春学期は基本的な判例を

用いた調査と報告およびディスカッションを行い、秋学期は学生の希望や到達度、社会情

勢などに鑑みて発展的なテーマでの研究を行います（例えば、詐欺罪、条例罰則、特別刑

法判例の集中的検討、その時点で審議が行われている刑事立法の検討等）。 

 また、東京地方裁判所での裁判傍聴、関東圏の刑務所の参観を毎年実施し、〈刑法の現場〉

を見てもらっています。スケジュールがあえば、最高裁判所の見学も実施しています。 

Ⅱ 年間のスケジュール                               

 ゼミナールⅠでは、刑法の基本的知識に磨きをかけるとともに、専門文献を入手し、読

み解き、整理・分析し、プレゼンする技法を身に付けます。専門文献の入手方法について

は、図書館のサポートをうけて、リーガルリサーチの専門的手法を伝授します。 

 ゼミナールⅡ・Ⅲの春学期は、基本的な判例を素材とし、刑法の基本論文・評釈を読み

解きながら判例の分析方法と刑法の理論枠組みにしたがった思考方法を身に付けることを

目標とします。秋学期については上述の通りです。 

 裁判所見学および刑務所見学は例年 11 月の学部デーまたは 2 月に実施しています。 

Ⅲ ゼミナール選考方法                                

面接官に学生を加えた面接による選考を行います（Web 面接を予定しています）。 

Ⅳ 担当教員から                                    

 刑法は、犯罪と刑罰を対象とする法分野です。そこでは、処罰の公平性を担保するため

の抽象的かつ体系的な論理と、この人を処罰してよいかという極めて具体的かつ人間的な

判断とが共存します。ときに大変困難な判断を求められますが、この体系性と人間性の相

克の中に刑法学の魅力があります。理論的にものを考えることに関心がある方や「人を罰する」

という問題を通じて社会を考えてみたい方の参加を歓迎します。 

 

※担当教員プロフィール 

早稲田大学法学部卒業。2010 年より社学でゼミを担当。刑法の論文・研究書のほか、子ども向けの本（『お

さるのトーマス、刑法を知る』〔太郎次郎社エディタス〕）や一般向けの本（『刑法的思考のすすめ』〔大和

書房〕）も出版している。その他の情報は、”researchmap 仲道祐樹”で検索。 



①担当教員プロフィール 

一橋大学法学部卒業、東京大学大学院法学政治学研究科修士課程修了・博士課程退学、カリフ

ォルニア大学バークレー校ロースクール LL.M.修了。博士(法学)(東京大学)。 

専門は国際法、国際経済法。主たる研究テーマは貿易や投資に関する国際紛争処理。最近の研

究活動は researchmapの研究ブログを参照。 

 

②テーマ名 

国際経済法研究 

 

③ゼミで扱う研究テーマの例 

気候変動政策が貿易・投資に与える影響、グローバル・サプライチェーンにおける人権保護、経済

安全保障政策と国際法、世界貿易機関(WTO)改革、環太平洋経済連携協定(TPP)の拡大、米中

貿易摩擦、日米経済関係、など 

 

④ゼミ年間スケジュール 

ゼミナールⅠ：英語でのディスカッションやディベート 

ゼミナールⅡ・Ⅲ(夏学期)：英語でポリシー・ペーパー(政策提言)を執筆し発表 

ゼミナールⅡ：Ⅲ(秋学期)：任意のテーマについて調査研究し日本語又は英語でレポートを執筆し

発表 

※卒論は希望者のみ執筆。 

 

⑤教員から志望学生に向けてのコメント 

主体的に学ぶ意欲のある学生を求めます。 

入ゼミ時点で高い英語力を有している必要はありませんが、少なくとも英語力を伸ばそうという意欲

が必要です。在学中の留学も推奨します。 

合宿や OB 会などの課外活動は予定していませんが、ゼミ生の要望があれば実施も検討します。

ゼミでどんな活動をしたいかゼミ生同士で話し合い教員に要望を出してくれるくらい意欲のある学

生を歓迎します。 

 

⑥選考方法 

書類選考 

 

https://researchmap.jp/yuka_fukunaga/research_blogs
https://researchmap.jp/yuka_fukunaga/research_blogs


「契約法研究（吉田和夫）」 

 

① 担当教員プロフィール 

 「法学入門Ａ・Ｂ」（コア）、「民法３〔債権総論〕」（基盤専門）、「民法４〔債権各論〕」（基盤専門）、「法

情報学（インターネットと法）」（先進専門）などを担当しています。 

 

 ②テーマ名（ゼミナール名） 

 「契約法研究」 

 

③ ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ） 

 ゼミ名は「契約法研究」ですが、「契約法」という名前の法律はありません。形式的には、民法「第 3

編 債権」（399 条～724 条の２）中の、521 条～696 条が契約に関連する条文です。521 条～548 条を契

約総論、549 条～696 条を契約各論（13 種類の契約を規定）と分けることもあります。 

交渉・締結から履行終了までの間に関連する条文としては、行為能力、無効・取消し（公序良俗・詐欺・

強迫など）、代理、時効などは「第１編 総則」に、不動産登記、融資の際の担保（抵当権）は「第２編 

物権」に、契約違反・損害賠償）に関する規定は「第３編 債権総論」に規定があります。不法行為（709

条～）、不当利得（703 条～）に関連する知識も必要となることもあります。 

まず民法全般の重要論点を中心に総合的に検討します。ゼミⅠでは、民法全体をコンパクトに説明した

テキストを使い、分担・報告してもらい、質疑・応答によって理解を深めていきます。 

ゼミⅡ・Ⅲでは、違うテキストを使い、重要な最高裁判決や設例を読み、基本用語・基本的概念を整理・

理解しながら、学説の対立点について検討します。 

 

 ④年間スケジュール（ゼミナールⅠ・Ⅱ・Ⅲ） 

 ゼミⅠでは、民法全体の基礎的知識習得を目指します（30 のテーマを取り上げます）。Ⅱ・Ⅲでは、民

法の構成（編別）を離れ、重要判決や、論点理解のための架空の設例について、社会での紛争について、

どう考え、どう行動するか、といった実践的な知識の習得が目的です。 

 

 ⑤教員のコメント 

 民法に限らず、法律を学ぶ場合、普段は使わない用語や法律の中だけでの決まり（たとえば、「及び」

と「並びに」の使い分け方、条文の中の独特な表記・表現など）に慣れるには多少時間がかかるかもしれ

ません。網羅的・詳細な知識を身につけることは大事ですが、考え方や法律的な発想を習得することの方

が大事ではないかと考えています。微妙な違和感や「釈然としない」といった感覚は大切です。紛争例や

判例を学んでいく過程で感じた疑問・違和感などを掘り下げていき、自分なりの結論を出してもらうこ

とも重要です。 

 

 ⑦選考方法（書類選考、レポート、面接…etc.） 

 書類選考を予定しています（簡単なレポートを提出してもらう可能性もあります）。前提科目は指定し

ませんが、「法学入門」を履修済または履修中であることが望まれます。 



応用計量経済学研究（荒井洋一ゼミ） 
 

1. ゼミ概要 

データ分析は経済学、マーケティング、政治学、法学、社会学などさまざまな学問分野、

ビジネスや日常生活で利用されています。本ゼミナールでは、データがどのように利用され

ているか理解すること、実際にデータを用いて現実の問題を理解し説明することが目標です。

計量経済学は「経済学」という言葉が入っていますが、データ分析の対象としては経済学の

みならず社会科学全般を対象とした分析に用いることができる手法です。卒業論文の対象も

ゼミ生の興味次第で自由な選択が可能です。 

TAISIプログラムの学生も歓迎します。ゼミにおけるテキストは英語のものですし、普段の

ゼミでの発表は英語も可です。ただし、日本語プログラムの学生の発表は基本的に日本語で

すので日本語を理解できることが望ましいです。 

応用計量経済学でカバーされる内容を概観するには以下の良書なども参考にしてください。 

・レヴィット・ダブナー (2007) “ヤバイ経済学（増補改訂版）”東洋経済新報社 

・中室牧子・津川友介 (2017) “「原因と結果」の経済学―データから真実を見抜く思考

法”ダイヤモンド社 

・伊藤公一郎 (2017) "データ分析の力”光文社 

 

2. 担当教員プロフィール 

 専門： 計量経済学 (Econometrics) 

 学位： Ph.D. (University of California, San Diego、経済学) 

  経歴： 東京大学大学院経済学研究科講師、政策研究大学院大学助教授、准教授を経て 2018

年より現職 

 

2. ゼミでの主な活動内容  

 （ゼミナール I, II）計量分析手法の習得（授業レベルより一歩踏み込んだ理解を目指す） 

基礎的な計量経済学のテキスト（洋書）の輪読。毎週担当者が発表。上級生がサポート。 

 

 （ゼミナール III）  論文輪読、計量手法を用いたデータ分析、卒論 

     東京大学の市村ゼミと R のパッケージ開発合同プロジェクト（参加は任意、現在停滞中） 

 

3. コメント  

⚫ 計量経済学の授業をあわせて受講することによりデータ分析用ソフトウェア Rの習

得が可能です。 

⚫ 今年度のテキストは Stock and Watson (2019), “Introduction to Econometrics, 

Global edition (4th edition),”Pearson. ISBN-13: 978-1-292-26445-5 

⚫ 卒論は必修です。卒論を書かない場合 4年後期の単位はでません。大学生活でなに

かを生み出す努力をすること、成し遂げた証を残すことはいいことだと思います。 

⚫ ゼミ担当教員による次の授業「社会科学のための回帰分析 I」か「Regression 

Analysis for Social Sciences I」を履修することにより、ゼミで学ぶ内容に触れ

ることができます。2年生の春クォーターでの履修を強く薦めます。 

⚫ 「社会科学のための回帰分析 I」か「Regression Analysis for Social Sciences 

I」の履修には、統計解析の基礎、統計リテラシーα、β、γレベルの統計学が必

要になります。未習の場合、最初はかなりの努力が必要となります。1 年生のうち

にγまで履修しておくと学習がスムーズになります。 

⚫ ゼミ生による説明会も開催の予定ですので、興味のある方は是非ご参加ください。 

 

4. 選考方法： 書類選考、面接 

 

5. Capstone Project： Thesis only 



応用マクロ経済学ゼミナール 

 

担当教員： 及川浩希 

 

 

ゼミの概要 

このゼミでは、国全体の経済規模や生産性の成長の実態を観察し、その背景にあるメ

カニズムへの理解を深めることに主眼を置きます。ゼミナールⅠでは、国レベルのデー

タを用いた統計分析演習と、基礎となる経済理論の学習をします。ゼミナールⅡ・Ⅲで

は、それをさらに深めていきます。経済成長に影響する要因は、技術進歩、教育、人口

動態、制度的要因など多岐にわたります。また、国レベルのざっくりとした統計分析で

見えるものは限られるので、扱うデータも企業レベル等の細かいものになっていきます。

経済成長にまつわる全てをゼミで網羅することは不可能なので、参加者の関心やゼミの

中での議論に応じて、重点を置くポイントを調整します。 

 

 

ゼミの進め方 

重要な文献の輪読、データを用いた分析演習、それらに基づく議論を行います。文献

は英語が主となります。 

 

 

教員プロフィール 

専門はマクロ経済学、最近は主に企業の研究開発を通じた経済成長の研究をしていま

す。東京大学経済学部を卒業した後、ニューヨーク大学で経済学の博士号（Ph.D.）をと

りました。2013年から社学に属していますが、2020年夏までの 2年間は UCLAで客員研

究員をしています。（終盤は在宅勤務ですのでどこにいてもあまり変わりません） 

 

 

選考方法 

書類選考 

 

 

 



① 担当教員プロフィール 

笠島 洋一 

2010年ロチェスター大学にて Ph.D. (Economics) 取得。2015年より早稲田大学 社会科学部 准教

授。 

 

② テーマ名（ゼミナール名）：制度設計の経済学 

 

③ ゼミナールでの主な研究内容（ゼミナール I、II・III） 

ゲーム理論を基礎に、マッチング問題やオークションなど、様々な経済問題における「望ましい」

経済メカニズムのあり方を研究している。ゼミナールで主に用いているテキストは、以下である。 

坂井豊貴（2010年）『マーケットデザイン入門－オークションとマッチングの経済学－』ミネルヴ

ァ書房。 

 

④ 年間スケジュール（ゼミナール I、II・III） 

＜ゼミナール I＞ 

9月〜12月 テキストの輪読（主にマッチング問題について） 

12月〜1月 卒業論文のテーマ案発表 

＜ゼミナール II・III＞ 

4月〜6月 テキストの輪読（主にオークションについて） 

6月〜7月 卒業論文のテーマ発表（ゼミナール II・III 1年目の学生対象） 

9月〜12月 テキストの輪読（オークション、その他の経済メカニズムについて） 

12月〜1月 卒業論文の最終発表（ゼミナール II・III 2年目の学生対象） 

※この他に、卒業論文の中間発表を中心とした、ゼミ合宿（9月中旬〜下旬、1泊 2日）又はゼミ

発表会（11月頃、1日間）を例年は行っている。また、課外活動として、豊洲の市場見学等を行っ

たこともある。今年度については、新型コロナウイルスの影響のため、これらの活動は未定であ

る。 

 

⑤ 教員のコメント 

無断欠席は認めない。毎回、意欲的に出席する学生を求める。履修者全員が卒業論文を執筆するこ

とが求められる。卒業論文のテーマは、特に制限を設けない（ゼミナールでの研究テーマに近いほ

ど専門的な指導を受けられるという意味において望ましいが、履修者自身が興味・関心のあるテー

マで構わない）。 

 

⑥ 選考方法 

書類選考と面接により判断する。ただし、面接は行わない場合がある。 

 

⑦ “Capstone Project” の課題について：Thesis のみ指導可能。 

以上 



①Instructor 

Yoshihiro KITAMURA  

Please see other details in “WASEDA University Researcher Database”. 

 

②Research topic (Mine) 

Exchange rate dynamics; Evaluation of foreign exchange intervention policy; Application of artificial 

intelligence in finance. Of course, other topics, beyond finance and economics, are welcome! 

 

③Seminar 

International economy and financial system 

 

④Activity in seminar（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

By applying (micro)economics, this seminar aims to tackle with social issues such as poverty and 

environmental pollution. First, you select articles and read them with other members. 

Short articles are easy to begin with (e.g., articles in Economics Letters). This helps you grab the big picture 

of economics research; how to set up your hypothesis and test it. Secondly, we will learn how to test our 

hypothesis. Mainly, we learn ordinary least squares regression to analyze your dataset. The software we use 

is Python. Python is free software and quite powerful. 

The working language is English in this seminar. Since the instructor is Japanese, I can support 

Japanese students who have never been exposed to an English environment. The important thing is your 

motivation to try this seminar! 

 

⑤Yearly Schedule（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

1st fall-1st spring develops your knowledge in economics (reading short articles and learning regression 

analysis with Python). 

2nd fall determines your research topic in the graduation thesis and starts your research. 

Writing up graduation thesis is main thing. 

卒業論文（ゼミ論）を書くことを最終目的とします。そのための知識を身に着け、自ら研究テーマを設定

します。一般プログラム学生に関しては、ゼミ論は日本語で執筆することも可能です。 

 

⑥Comment from instructor 

People coming from all over the world will interact and develop communication skill in this seminar. 

 

⑦Selection 

Document screening only. 

 

⑧”Capstone Project”  

Thesis only 



①  Masahiko Gemma  

Born in Yamanashi, Japan. After receiving a Ph.D. at the University of Minnesota in 1989, 

I worked as economist at the International Development Center of Japan and as junior 

faculty member at Yokohama City University. I joined the Social Sciences faculty at 

Waseda University in 1993. Recent research interests include the comparison of consumer 

behaviors on foods in a diverse set of economies with different backgrounds and the 

impacts of economic integration on economic and social development. I have been 

Director of the Institute for Japan-U.S. Studies at Waseda University since 2009. I am 

President of U.S. Japan Research Institute (http://www.us-jpri.org/en/) based in 

Washington, D.C.  

 

② Seminar on the World Economy 

 

③ Seminar Ⅰ We go through basic concepts on microeconomics and macroeconomics. 

Seminar Ⅱ・Ⅲ  We empirically test the hypotheses which can be derived from the 

theories of microeconomics and macroeconomics. In microeconomics, utility 

maximization behavior of consumers and profit maximization behavior of producers are 

examined. In macroeconomics, the existence of Philips Curve and Okun’s Law is analyzed. 

 

④  In early February, student seminars are conducted with the students and faculty 

members at Corvinus University of Budapest and Edutus University in Hungary. Findings 

from the regular seminar classes will be discussed. 

 

⑤ Basic knowledge in microeconomics or macroeconomics is recommended prior to taking 

this seminar course. Hard working students without prior knowledge can survive. 

 

⑥ Selections are made based on the application materials. 

 

⑦ Regarding ”Capstone Project,” advisory on “Project” will be offered.  

 

⑧ We flexibly use both English and Japanese in discussion. On average we use English for 

80 % of class time. If needs exist for discussions in Japanese we can use more Japanese.  



 Workshop in Budapest in February, 2020 



「ゲーム理論とその応用」 担当者：戸田 学 

 

ゼミ内容  

個人の選択は互いに影響を及ぼしあっています。例えば一度に多くの人がネット回線にアクセスすると

スピードが下がり，通信障害が起きます。そうなれば少し時間をおいて，アクセスしなおさなければなりま

せん。この種の出来事は珍しいことではありません。複数の人が一緒に暮らしている社会では自分以外

の人々がどう行動するかが重要になります。ところが相互に対立したり，あるいは協力したりもする複雑

な人間行動の結果が、どのようなものになるかは、決して簡単に理解できるとは限りません。条件次第で

同じように行動していてもまったく違う結果が生じることもあるでしょう。そこで，それを分析するための体

系的な方法が欲しいところです。それを求めて、今日までさまざまな人々が努力を重ねて、なんとかそ

れなりの学問として出来上がったのが「ゲーム理論」です。ゲームという名前でよぶのはトランプなどの遊

戯と似ているところがあるせいですが、それに限らず、より広い意味で社会における人間行動の科学と

いえるでしょう。このゼミでは「ゲーム理論」の基礎的な考え方を学び、それを用いて、いろいろと具体的

な応用を考えます。経済問題のみならず政治や社会の問題を広範に視野に入れようと思います。今年

のゼミⅠでは、特に下記の教科書を用いて「マッチング理論」を学びます。これは就職市場、学校選択、

臓器移植といった問題を考える基礎になります。半期終了後にはひと通り、ゲーム理論の考え方が身に

付く予定です。 

教科書： 栗野盛光「ゲーム理論とマッチング」日本経済新聞出版社 

 

担当者紹介 

立教大学卒，一橋大学修士課程修了、 Rochester 大学 Ph.D. 専門は理論経済学、ゲーム理論。趣

味は美術鑑賞と古書収集。人生の目標は「静かに生きること」。 

 

年間スケジュール 

ゼミⅠ （後期） 教科書を各自で読み、プレゼンテーション。 

ゼミⅡ （前期＋後期） 教科書を各自で読み、プレゼンテーション。 

（教科書：ハリンジャー「マーケットデザイン」中央経済社） 

ゼミⅢ （前期＋後期） 自由研究。（卒論は希望者のみ） 

 

担当者コメント 

数学の予備知識は必要ありません。卒業生の進路は金融、メーカー、マスコミ、公務員、大学院進学な

ど。ただし学生の進路やプライベートにはなるべくこちらからは関与しないようにしています。相談があれ

ば応じます。 

 

選考方法 

書類選考（応募者多数の場合のみ面接を実施することがある） 



ゼミナール 情報産業の経済分析 

担当教員：土門晃二（産業組織論、法と経済学） 

 

http://www.waseda.jp/sem-domon01/index.html 

 

このゼミでは情報産業を幅広くとらえ、経済的な側⾯を超えて⽂化や歴史、⼈間⼼理に⾄る議論を⾏って 

いきます。 

今流⾏りの⼀時的な現象の裏に隠れた本質的な傾向を捉えて、 そこで展開されるであろう理論的な分析 

に中⼼を据えて考察を⾏っています。 

最近ゼミ⽣が取り上げたテーマとしては、 

・テレビ産業の衰退とインターネットとの融合 

・媒体としての紙の意義 

・SNSのコミュニケーション・⼈間関係への影響 

・広告産業の変貌 

・ネット上のプライバシー問題 

・P２Pによる著作権侵 

などがあり、従来の情報産業の在り⽅⾃体を問い直している内容となっています。 

 

 

ゼミナールの主な研究内容（I、II・III）、ゼミ生の卒業論文、年間スケジュールは、上記ゼ

ミ HPを参照してください。 

 

最終的に卒業論文を執筆し、社会科学部学生卒業論文集（早稲田大学図書館所蔵・Web 公

開）で発表することを目標としています。 

 

選考方法： 

課題レポート（A4、3ページ：テーマ「ゼミで研究したいこと」）および書類審査 



①担当教員プロフィール 

鷲津 明由：慶應義塾大学経済学部卒業，同大学院経済学研究科単位取得。博士(商学，慶

応義塾大学)。スマート社会技術融合研究機構(ACROSS)次世代科学技術経済分析研究所所

長。環境経済・経営研究所幹事。http://www.f.waseda.jp/washizu/ 

②テーマ名（ゼミナール名） 

経済と環境の実証分析 

③ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ，Ⅱ・Ⅲ） 

私は，主に産業連関表という分析ツールを用いて，環境問題について研究してきました。

産業連関表は，アメリカの経済学者レオンチェフによって開発された経済統計表の 1 つで

す。それを使うと，ある産業部門の作った財が他の産業部門へ原材料として投入されること

を通じて，産業間に発生する相互依存関係を分析することができます。例えば，自動車を 1

台作る時，サプライチェーンを通じてどのような経済波及効果がおこるのかを分析できま

す。そしてこの方法を環境分析に応用すると，私たちの日ごろの消費活動が，知らず知らず

のうちに引き起こしてしまう環境負荷について調べることができるのです。 

しかし最近では，環境問題ばかりでなく高齢化など(そしてこの度の感染症の問題もそう

ですが)，様々な社会的問題に直面するようになりました。私はこれらの問題の同時解決に

は，情報通信技術(ICT)を活用したスマート社会技術が貢献すると考えています。そこで今，

私は産業連関分析を用いて，スマート社会の在り方について考察しています。スマートエネ

ルギーやスマートシティ，スマートアグリ(農業)，スマートフードなど「スマート」がつく

いろいろな新しい技術に興味を持っています。 

しかしゼミでは，これらの問題に限らず，経済と環境にかかわる幅広いトピックから，各

自が興味ある分析課題に取り組んでもらっています。たとえばこれまでには，コンビニエン

スストアの食品ロス等への取り組み，地域ブランドが地域活性化に果たす役割，水素社会の

実現性，観光立国における民泊の可能性，中国の経済発展，宇宙開発，サスティナブル・フ

ァッション，スマート技術を活用した地方創生などの課題が取り組まれてきました。 

④年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

人数がそれほど多くありませんので，毎年学年の初めにゼミの皆さんと年間スケジュー

ルを話し合って進めています。ゼミの最終目標は 4 年の秋学期の終わり(1 月初旬)に，卒業

論文を提出していただくことです。 

⑤教員のコメント 

現実がどうなっているのか，どこに課題や問題があるのか，冷静に，確かなエビデンスに

基づいて分析する力を身に着けていただくことが，本ゼミの目標です。各自の卒論テーマに

ついては「専門家」になって卒業していただきたいと思っています。 

⑥選考方法（書類選考、レポート、面接…etc.）：例年，書類選考のみを実施しています。 

⑦”Capstone Project”の課題について ：Thesis のみ (ただしゼミは日本語で実施。Thesis

は英語で執筆。) 



 

担当教員のプロフィール 
教  授：葛山

かつらやま
 康典 早稲田大学理工学部卒業、博士(工学)  

専門分野：企業財務論、金融工学 
担当科目：証券論、企業財務論、金融データ解析 I  II ほか 

 
このゼミでは、企業の投資意思決定について学びます。 

 
 企業には「継続企業の前提(Going Concern)」が掲げられます。企業は未来永劫に存
在し続け、経営を続けてゆくことが大前提とされています。では、企業が永続するために
は何が必要でしょうか？「利益」と考えるかもしれません。たしかに利益を生み出すこと
は極めて重要です。しかしながら、企業が活動を続けるためには「資金」が必要です。資
金は企業にとって「血液」と表現されることもあります。企業財務論は、その資金の「調
達」と「運用」について学ぶ学問です。 
 資金の「調達」と「運用」に関する意思決定は、まったく別のことのように思えるかも
しれません。しかし、ふたつの意思決定は同じ問題の表裏なのです。なぜなら、資金の調
達をする場合には、資金の出し手、つまり「運用」者の意思決定を考慮に入れなければな
らないからです。そして資金の供給者には常に「リスク」が存在します。リスクに見合う
リターンが無ければ、資金を供給することに躊躇します。企業財務論は「リスクのある資
産の評価」という企業が常に直面する非常に重要なテーマを対象にしています。 
 ビットコインなどのCrypto Currency とブロックチェーン、ICOそしてAI の活用な
ど、近年フィンテックと呼ばれる技術を耳にするようになりました。このような技術も最
近のテーマのひとつです。ゼミで金融のプロフェッショナルを目指しましょう。 
 
 

～企 業 財 務 論 研 究～ 
 
 
 
ゼミ生から 
社学生は 4 年間で何を学んだのかが分からないまま卒業してしまう人が多
くいます。しかし葛山ゼミでは金融に関して深く専門的な知識を学ぶことが
でき、大学で学ぶことの意義を見つけることができます。社会人になった時
に葛山ゼミで学んだことはきっと大きな武器になります! 
 授業はプレゼンが中心です。プレゼンは準備が鍵を握るので、もともと金
融に関しての知識がなくても大丈夫です。授業以外の活動ではゼミ合宿や
OB/OG会があります。葛山ゼミでは先輩やOB/OGと交流する機会が多く
あるので就活の心強い支えとなってくれます！。 
卒業生の進路（一例）三菱UFJ銀行、三井住友銀行、みずほ銀行、 
三菱UFJ 信託、三井住友信託、Goldman Sachs、野村證券、大和証券、日
興證券、東京海上日動火災保険、三井住友海上、トヨタ自動車、キャノン、
キーエンス、アサヒビール、サントリー、日立製作所、NTTデータ、三菱重
工、公認会計士(トーマツ、PwCあらた、EY新日本、3年生の合格実績有) 

 など 
 

夏合宿(8 ⽉) 

 

ビジネスゲーム合宿(11 ⽉) 

 

 

OB/OG 会(2 ⽉) 

 

ゼミの発表と懇親会(通年) 

 

卒業論⽂作成 

Web説明会: 3 月 1日(水)15:00～＆6日(月)15:00～  
説 明 会： 4 月 19日(水)＆26日(水)6 時限 
URL＆教室: 学部から案内されます。 
選 考 方 法: A4 2 枚程度の課題＆面接(ゼミ生参加あり) 

 

年間スケジュール 

～企 業 財 務 論 研 究～ 



財務会計研究（菅野浩勢ゼミ） 

 

① 担当教員プロフィール 

菅野 浩勢（かんの ひろゆき） 

早稲田大学社会科学総合学術院准教授。2002 年早稲田大学商学部卒業。2008 年同大学大学院商

学研究科博士後期課程単位取得退学、同年金融庁金融研究研修センター（現金融研究センタ

ー）研究官、2009 年早稲田大学社会科学総合学術院専任講師を経て、2013 年より現職。主な著

書に『テキスト入門会計学』（共著、中央経済社）。 

 

② ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

現在、世界の会計基準は、国際会計基準審議会（IASB）が公表する国際会計基準（IFRS）に急速

に統一化されつつあります。わが国でも 2010年 3月期から一定の要件を満たす上場企業の連結決

算に IFRSの任意適用が認められており、グローバル企業を中心に、IFRSの知識をもつ人材へのニ

ーズが急速に高まっています。 

そこで、本ゼミナールでは、「日本の会計基準だけでなく、IFRSにも精通した会計人を養成するこ

と」を目標としています（会計人とは、公認会計士、経理担当者、アナリスト等の専門職に限らず、会計

の知識を武器にして社会で活躍できる人全般を意味しています）。このような目標のために、本ゼミナ

ールでは、財務会計に関する様々な問題について、日本基準と IFRSの考え方を比較検討しながら、

幅広く研究していきたいと考えています。 

 

③ 年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

ゼミⅠ 秋：日経 STOCK リーグ（＆商学部とのインターゼミ） 

ゼミⅡ 春：財務会計に関するテキストの輪読（1） 

秋：商学部とのインターゼミ 

ゼミⅢ 春：財務会計に関するテキストの輪読（2） 

秋：卒業論文の執筆 

 

④ 教員のコメント 

ゼミ活動に積極的に参加する意思のある学生の応募を希望します。公認会計士試験受験希望

者も歓迎します。詳しい活動内容や選考基準については菅野ゼミ HP を参照してください。 

https://sites.google.com/site/kannozemiwaseda/ 

 

⑤ 選考方法 

書類選考と面接選考の 2段階により行う予定です。 

https://sites.google.com/site/kannozemiwaseda/


担当教員プロフィール 

氏名：須子統太 

専門分野：統計的学習理論、ビジネスアナリティクス、情報理論 

学位：博士（工学）（早稲田大学） 

担当科目：経営科学 1、経営科学 2、情報化社会とワーキングスタイル、等 

Web ページ：http://www.f.waseda.jp/suko/ 

 

テーマ名（ゼミナール名） 

経営科学 

 

ゼミでの主な研究内容 

ビジネス分野における諸問題を数理的・経営科学的なアプローチで解決する方法を学んで

いきます。主に統計解析や機械学習などのデータ科学手法を用いて、実際のデータから有

用な知識を抽出し、問題解決の糸口を探ります。 

 

年間スケジュール 

2 年生では、統計学や機械学習に関する基礎的な勉強をします。 

3、４年生では、より本格的なデータ科学手法を学ぶと共に、興味のあるテーマについて個

人またはプロジェクトチームで分析や研究に取り組みます。詳細なスケジュールはプロジ

ェクト毎に異なります。成果が出た研究については、年度末の学会で学会発表を行います。 

 

コメント 

須子ゼミでは、学部 3 年、４年でも学会発表等の外部発表を行っています。また、企業や

他の研究機関との連携も随時行っていますので、外部に出て積極的に自分の力を伸ばした

い学生に応募して頂ければと思います。過去の具体的な研究テーマについてはゼミの Web

ページにて確認して下さい。 

 

選考方法 

書類による選考 

 

”Capstone Project”の課題 

”Thesis”のみ 

http://www.f.waseda.jp/suko/


 

ゼミナール紹介： 

 

① 担当教員プロフィール：中島健一(ナカシマケンイチ)  博士(経営学)，博士(工学) 

 

② テーマ名（ゼミナール名）： 

情報科学 ～持続可能社会に貢献するマネジメントシステム～（情報科学ゼミナール） 

  

③ ゼミでの主な研究内容（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ） 

ゼミナールにおいては，企業の経営活動におけるヒト・モノ・カネ・情報といった資源に着目

し，情報技術と管理技術を活用して持続可能社会に貢献する経営システムの設計・評価や業務

の改善などについて学んでいきます． 

 

④年間スケジュール（ゼミナールⅠ、Ⅱ・Ⅲ）  

  ゼミナール I：モノづくり企業を中心とした経営・情報マネジメントに関する基礎を学ぶ． 

  ゼミナールⅡ・Ⅲ：専門分野における，問題発見・問題解決へ取り組む． 

 

④  教員のコメント： 

情報技術・管理技術を活用した経営システムのデザインや，持続可能社会へ貢献するマネ

ジメントシステムに興味のある皆さんを歓迎します． 

 

 

⑥選考方法：書類選考 

 

以上 



 

               

              担当教員/野口智雄 

 

 

 

 

ゼミナールでの主な研究内容 

（ゼミナールⅠ）マーケティングの発想や手法に関して基本的かつ現実的認識を得るた

めに、基礎的な文献を素材にしてディスカッションを行います。具体的な方法は、まずこ

ちらが指示した文献のパートを割り振られたれた方がレポーターとなり、内容を要約して

報告します。その後に、グループに分かれ、報告内容の中からゼミナール参加者が興味の

ある点にテーマを絞り込み、グループ内で議論し意見をまとめて報告を行います。 

（ゼミナールⅡⅢ）現代企業のマーケティング戦略をより実践的に学ぶために、一部上

場企業のご協力を得て現実的で深みのある研究を本ゼミナールでは行っています。まず、

ご協力いただく企業の方から年間の研究テーマに関する説明をいただき、それにそって 5

つのグループに分かれて調査、分析を行います。この研究プロセスでは、既存の文献や資

料の渉猟・考察はもとより、マーケティング・リサーチやフィールドワークなども積極的

に実行しています。実際、現代消費者のニーズに寄りそった製品や Web プロモーションな

どを戦略的に思考することで、マーケティング・マインドを向上させてきました。このよ

うな活動は最終的に研究報告書としてとりまとめ、企業の方々の前でプレゼンテーション

をしております。本ゼミナールでは、単なる知識習得にとどまらず、実践的なマーケティ

ング戦略の提案力および実行力を養うことを目標に日々取組んでおります。 

 

プロフィール 

 
一橋大学大学院修了。横浜市立大学助教授を経て、

1992 年から早稲田大学奉職。2006 年から 2008 年まで、

客員研究員としてスタンフォード大学経済学部。単著

に『水平思考で市場をつくるマトリックス・マーケテ

ィング』（日本経済新聞出版社）、『なぜ企業はマー

ケティング戦略を誤るのか』（PHP）、『I 型流通革命』

（講談社）、『FREE経済が日本を変える』（KADOKAWA）

等多数。 

マーケティング管理研究 



年間スケジュール 

（ゼミナールⅠ）前半では主に、市場の捉え方について学び、後半ではマーケティング

戦略について学びます。 

（ゼミナールⅡⅢ）前半では主に、既存文献・既存資料の渉猟・考察を行い、後半では

マーケティング・リサーチやフィールドワークなどを進め、実践的なマーケティング力を

身につけます。 

 より詳細な年間スケジュールに関しては、シラバスをご覧ください。 

 

教員のコメント 

マーケティング・リサーチの実行、マーケティング戦略の策定、大部の報告書の作成等

で授業以外の時間を結構とられるので、クラブ、サークル、アルバイト等で多忙な人はご

遠慮下さい。 

 

ゼミナールの選考方法 

 例年、本ゼミナールでは、書類選考に加え、面接を実施して新規のゼミナー

ル生を決定してきました。 

 ただし近年、コロナ禍の影響が大きいため、書類選考のみとします。マーケ

ティングにご興味のある方はどしどしご応募ください。 
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